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序章 総合交通計画の改定に当たって 

第１節 調布市の諸計画における将来像の実現 

調布市では平成 12年６月に『調布市基本構想』を策定し，「みんながつくる・笑顔輝くまち調布」

をまちの将来像として，ひと，くらし，まちに焦点を当ててまちづくりを進めてきました。基本構想

の実現を図るための『調布市基本計画（後期）』では，重点的な取組として「安全・安心のまちづく

り」「京王線連続立体交差事業と一体となった中心市街地の街づくり」が挙げられています。 

また，平成 10年６月に策定した『調布市都市計画マスタープラン』では，「住み続けたい 緑につ

つまれるまち 調布」を将来都市像として，まちづくりの基本方針の一つを「安全に，快適に“動く”」

としています。 

これらの方針を踏まえ，将来都市像を見据えた総合交通計画の方向性を設定することが必要です。 

  

【現行計画のまま】今後記載を修正予定 



序章 総合交通計画の改定に当たって 

 

2 

 

第２節 改定の背景・計画の位置付け 

調布市では，「調布市都市計画マスタープラン」及び「調布市地域別街づくり方針」の交通部門を

補完し，目指すべき将来像や将来都市像などを実現するため，今後実施すべき交通施策の基本方針

を示す「調布市総合交通計画」を平成 23 年 4月に策定しました。 

計画策定から 10 年以上が経過する中で，京王線連続立体交差事業が完了し，中心市街地に賑わい

空間が創出されたことで，まちの魅力が高まり，人口も増加傾向で推移しています。 

一方で，進展する少子高齢化への対応として日常生活の利便性を確保するための交通環境の改善

が求められています。 

また，AI タクシーの導入やMaaS，自動運転等の新技術の開発・適用が急速に進められているこ

と，新型コロナウイルス感染拡大を踏まえた新しい生活様式の普及により公共交通機関に影響が生

じていること，そして，世界的にSDGs を掲げた動きが活発となっていることなど，社会情勢も大

きく変化しています。 

こうしたことから，今後予想される社会情勢や市民ニーズの変化に対応した内容に見直すため，

調布市総合交通計画を改定するものです。 

 

 

図 総合交通計画の位置付け 

  

調布市総合計画
（基本構想・基本計画）

調布市都市計画
マスタープラン

調布市
総合交通計画

整合

公共交通・自転車・バリアフリー等の
交通に関連する詳細計画

・地域公共交通計画【策定予定】
（バス等公共交通に関する方針）

・調布市バリアフリーマスタープラン
・調布市バリアフリー基本構想
・調布市バリアフリー特定事業計画

・調布市道路網計画
・自転車ネットワーク計画
・自転車等対策総合計画
・自転車等対策実施計画改定版

など

交通部門
を補完

整合

交通に関連する詳細
計画を行うにあたり，
調布市の目指すべき
方向性を示すもの

○調布市の関連計画

・調布市環境基本計画
・調布市地球温暖化対策実行計画
・調布市緑の基本計画
・調布市住宅マスタープラン
・鉄道敷地整備計画
・調布市障害者総合計画

など

○国・東京都等の関連計画

・新たなライフスタイルを実現する
人中心のモビリティネットワークと生活圏
（東京都市圏交通計画協議会）

・都市づくりのグランドデザイン（東京都）
・都市計画区域マスタープラン（東京都）

など連携
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第３節 計画の期間 

本計画は，令和１２（２０３０）年度を目標年次としています。 

なお，本計画における施策は，短期（概ね５年）と中長期（概ね１０年）に分けて展開していきま

す。 

短期に位置付けた施策は，市の緊急的な課題に対応した施策，既に事業計画に位置付けがある施

策のほか，現在検討が進められている施策です。 

中長期に位置付けた施策は，総合交通計画の基本目標の実現に向けて，本計画に基づき，実現に

向けた具体的な準備を図りながら，取組を展開していきます。 

 

第４節 対象区域 

本計画は調布市全域を対象としています。 
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【現行計画のまま】必要に応じて図は更新 
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第１章  調布市の現状と動向 

第１節 人口と土地利用 

（１）長期的な人口と高齢化の動向 

ゆるやかに増加してきた調布市の人口は，令和 10 年の約 24 万 2 千人をピークに減少に転じる

ことが予測されます。一方で高齢者人口は今後も上昇傾向が続くことが見込まれ，令和 26 年には

高齢者人口が７万６千人，高齢化率は約34%になると推測され，３人に１人が高齢者となる時代が

到来すると見込まれています。 

高齢者の増加に伴い，日常生活で移動しやすい交通手段の提供や移動環境の整備が必要です。 

 

   
図 調布市における人口および高齢化率の推移   図 将来人口および高齢化率（調布市推計） 

注）各年度「調布市統計書」，調布市の将来人口推計（平成 30年）に基づき作成 
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平成 22 年から令和 2 年までの間の町丁目別の人口の増減をみると，多くの地区で人口が増加し

ています。染地 3丁目など，大規模な集合住宅の建設・取り壊しのあった地区では，1,000 人以上

の増減が見られます。 

市内の人口バランスの変化を受けた，交通網の見直しが必要です。 

 

 

図 町丁目別の人口増減（平成 22 年から令和 2 年） 

注）調布市の世帯と人口（平成 22年 10月，令和 2年 10月）に基づき作成 

住民基本台帳ベースの人口（日本人のみ） 

  



第１章  調布市の現状と動向 

 

6 

町丁目別の高齢化率をみると，地区によって大きな差があります。1960年代に開発された大規模

な団地である多摩川住宅のある染地３丁目や，神代団地のある西つつじケ丘４丁目などで高齢化率

が 30％を超えている一方，近年に大規模な集合住宅の建設があった地区では，高齢化率が低くなっ

ています。 

地区ごとの特性を踏まえ，だれもが利用しやすい交通環境を整備していく必要があります。 

 

 

図 町丁目別の高齢化率 

注）平成 27年度国勢調査に基づき作成 
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（２）鉄道駅を中心としたコンパクトな都市構造 

町丁目別の人口密度を見ると，鉄道駅の周辺に人口の集積が見られます。このようなコンパクト

な都市構造を生かした交通施策を展開していくことが重要です。 

 

 
図 町丁目別人口密度 

注）平成 27年度国勢調査に基づき作成 
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（３）土地利用の状況 

地目別の土地利用面積の構成比をみると，令和元年時点で，宅地が全体の 85.4％を占めています。

人口増加を背景とした宅地化により，田畑や山林等は減少傾向にあります。 

 

 

図 地目別土地利用面積の構成比の推移 

注）調布市統計書（令和元年度）に基づき作成 
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第２節 産業経済 

（１）第２次産業から第３次産業への転換が進む 

平成 28 年時点の調布市の従事者の産業別の内訳を見ると，第３次産業が約６万６千人と最も多

く，全体の約 91％を占めます。続いて第２次産業が約 9％，第１次産業が約 0.1％となっています。 

産業別の構成比の推移を見ると，年々第２次産業が減少し，第３次産業が増加する傾向にありま

す。 

 

図 従業者数の推移 

注）各年度｢調布市統計書｣，平成 28年「経済センサス-活動調査」に基づき作成 

 

図 従業者数比率の推移 

注）各年度｢調布市統計書｣，平成 28年「経済センサス-活動調査」に基づき作成 
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産業別の推移を見ると，製造業については，事業所数，製造品出荷額とも，全体的に減少傾向にあ

ります。 

また，商業（卸売・小売業）についてみると，事業所数，年間商品販売額ともに，減少しています。 

 

 

図 製造品出荷額などの推移 

注）各年度｢調布市統計書｣，「工業統計調査」（東京都）に基づき作成 

 

 

図 商品販売額などの推移 

注）各年度｢調布市統計書｣，平成 28年「経済センサス-活動調査」に基づき作成 
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第３節 調布市における移動の状況 

３.１  移動の状況 

（１）外出率・平均トリップ数の低下 

平成 20年と平成 30 年の東京都市圏パーソントリップ調査から，調布市在住者の外出状況を比

較すると，全体的に外出率が低下しており，年齢階層別では高齢者の外出率が大幅に減少していま

す。 

また，平均トリップ数も同様に全体的に減少しています。 

 

 

図 年齢階層別外出率1の比較 

注）「東京都市圏パーソントリップ調査」(各年度)に基づき作成 
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図 年齢階層別一人当たり平均トリップ数の比較（移動回数） 

注）「東京都市圏パーソントリップ調査」(各年度)に基づき作成 
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東京都市圏パーソントリップ調査において，調布市内は以下のような 6 つの小ゾーンに分けられ

ています。各ゾーンの外出率を比較すると，市全体の傾向と大きな差は見られません。 

 

 

図 年齢階層別一人当たり平均トリップ数の比較（移動回数） 

注）「東京都市圏パーソントリップ調査」(各年度)に基づき作成 

 
 

 

図 パーソントリップ調査小ゾーン図 

注）「東京都市圏パーソントリップ調査」に基づき作成，ゾーン名称は便宜上のもの 
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外出者一人当たりの平均トリップ数（ネット原単位）の推移をゾーン間で比較すると，柴崎ゾー

ン，西調布ゾーンは減少幅が大きく，他ゾーンに比べて外出者一人当たりの平均トリップ数も少な

くなっています。一方で，仙川ゾーン，調布ゾーンは比較的減少幅が小さくなっています。 

 

 

図 外出者一人当たり平均トリップ数（ネット原単位）の比較 

注）「東京都市圏パーソントリップ調査」(各年度)に基づき作成 
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【参考】 

各ゾーンの居住者全体のトリップ数の推移を見ると，深大寺ゾーン以外の５ゾーンでトリップ数

が減少しています。深大寺ゾーンも他ゾーンと同様に外出率，ネット原単位は減少していますが，

人口が 2割程度増加しているため，居住者全体のトリップ数は微増となっています。 

 

 

図 居住者の総トリップ数の比較 

注）「東京都市圏パーソントリップ調査」(各年度)に基づき作成 

 

 

図 居住人口の比較 

注）「東京都市圏パーソントリップ調査」(各年度)に基づき作成 
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調布市内のゾーン別の発生集中量を比較すると，居住者のトリップ数の減少もあり全体的に発生

集中量が減少しており，特に国領・染地地域のある国領ゾーンにおいて減少幅が大きくなっていま

す。 

 

 

図 ゾーン別発生集中量の推移 

注）「東京都市圏パーソントリップ調査」(各年度)に基づき作成 
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３.２  人口流動 

（１）通勤・通学先は区部が多く，通勤・通学元は多摩部が多い 

調布市の人口流動を見ると，昼間人口より夜間人口が多くなっています。平成 27年までの 20年

間で昼間人口，夜間人口ともに約 3 万人増加しており，昼夜間人口比率は概ね同程度で推移してい

ます。 

また，調布市における通勤・通学先は区部が多く，通勤・通学元は多摩部が多くなっています。 

 

 

図 流出・流入人口の状況 

注）平成27 年度国勢調査に基づき作成 

15 歳以上の通勤・通学者を対象。 

 

 

図 昼夜間人口比率の推移 

注）各年度国勢調査に基づき作成 
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調布市における通勤・通学の流動の状況を見ると，調布市内から市外へ通勤・通学する人の通勤・

通学先は新宿区．千代田区，世田谷区などの京王線及び，京王線が直通する都営新宿線の沿線が多

くなっており，区部への通勤・通学者の割合は全体の６割近くを占めています。 

また，通勤・通学元についてみると反対に多摩部からの通勤・通学者が多くなっています。 

 

 

 

図 調布市の通勤・通学人口流動 

注）平成 27年度国勢調査に基づき作成 

15歳以上の通勤・通学者を対象。  
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（２）市内々・市内外交通量の推移 

平成 20年と平成 30年の市内々・市内外トリップ数の総量の推移を比較すると，市内々・市内外

ともにトリップ数は減少しており，減少量は同程度となっています。 

目的別に見ると，通勤目的のトリップ数は増加しており，増加の一因としては，生産年齢人口の

増加が考えられます。 

一方で，私事目的のトリップ数は減少しており，市内々より，市内外のトリップ数の減少率が高

くなっています。 

また，業務目的の移動は東京都市圏全体の傾向と同様に，大幅に減少しています。 

 

 

図 市内々・内外交通量の比較 

注）「東京都市圏パーソントリップ調査」(各年度)に基づき作成，トリップ数で集計 
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図 市内々・内外交通量の推移 

注）「東京都市圏パーソントリップ調査」(各年度)に基づき作成，トリップ数で集計 
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３.３  移動の手段 

（１）身近な移動では自転車や徒歩，バスが中心 

調布市における交通手段は，近年鉄道利用の割合が大きく増加し，自動車が減少傾向，自転車・バ

スが増加傾向となっています。 

また，徒歩の割合が増加し，自転車の割合が減少しています。 

 

 

図 調布市における代表交通手段分担率の推移 

注）各年「東京都市圏パーソントリップ調査」に基づき作成 

四捨五入により表示しているため，合計値が 100%とならない場合がある 
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（２）目的別にみた代表交通手段特性 

調布市に係る移動について目的別に代表交通手段構成を見ると，私事の移動において，徒歩の割

合が増加しています。 

 

 

図 目的別代表交通手段構成 

注）「東京都市圏パーソントリップ調査」(各年度)に基づき作成 

トリップエンド数で集計 

四捨五入により表示しているため，合計が 100％とならない場合がある 
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（３）ゾーン別に見た代表交通手段特性 

ゾーン別に代表交通手段構成を見ると，鉄道駅のない深大寺ゾーンでは鉄道を代表交通手段とす

るトリップの割合が低い一方で，バスを代表交通手段とするトリップが多くみられます。 

また，調布ゾーンでは平成 20 年と比較して鉄道とバスの割合が増加しており，自動車，自転車の

割合が低下しています。 

 

  

図 ゾーン別代表交通手段分担率 

注）「東京都市圏パーソントリップ調査」(各年度)に基づき作成 

トリップエンド数で集計 

四捨五入により表示しているため，合計が 100％とならない場合がある  
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（４）移動区間別にみた代表交通手段特性 

調布市内外の移動について比較すると，区間によらず鉄道利用率が上昇しており，自動車利用率

が低下しています。 

また，調布市内の移動では徒歩の割合が増加しています。 

 

 

図 移動区間別代表交通手段分担率(H20) 

 

図 移動区間別代表交通手段分担率(H30) 

注）「東京都市圏パーソントリップ調査」(各年度)に基づき作成 

トリップエンド数で集計 

四捨五入により表示しているため，合計が 100％とならない場合がある 
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（５）年齢階層別にみた代表交通手段特性 

15 歳未満は徒歩の割合が大きく増加する一方，自動車の割合が減少しています。この理由として

は，送迎の減少が考えられます。 

また，65 歳以上は，自動車の割合が増加しています。平成 20年時点と比較して，高齢者の運転

免許保有率が上昇していることからも，自動車を利用する人が増加していると考えられます。 

 

  

図 年齢階層別交通手段別構成 

注）「東京都市圏パーソントリップ調査」(各年度)に基づき作成 

トリップ数で集計 

四捨五入により表示しているため，合計が 100％とならない場合がある 
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（６）鉄道端末交通の特性 

鉄道駅別に端末手段分担率を見ると，仙川駅，つつじヶ丘駅，柴崎駅，布田駅，調布駅，西調布駅，

飛田給駅は自転車が減少傾向，徒歩が増加傾向にあり，つつじヶ丘駅，調布駅はバスも減少してい

ます。 

国領駅，京王多摩川駅は自動車，自転車が増加傾向，徒歩が減少傾向にあり，国領駅はバスも増加

しています。 

 

 

図 鉄道駅別端末手段分担率 

注）「東京都市圏パーソントリップ調査」(各年度)に基づき作成 

四捨五入により表示しているため，合計が 100％とならない場合がある 
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（７）鉄道利用時の地域別の利用駅の状況 

市内各地域在住者の駅利用状況としては，各地域とも地域から近い駅を利用している傾向にある

が，鉄道沿線から離れた深大寺地区や染地地区などでは，調布駅を利用している。 

下石原地区では，利用先の駅が調布駅，西調布駅，京王多摩川駅に分散しており，利用先の割合と

して半数以上を占める駅はみられない。 

また，駅までの端末交通手段をバスのみに限定した場合，深大寺周辺はつつじヶ丘駅の割合が高

くなり，また，全交通手段では最寄り駅を利用していた，上石原，佐須町，柴崎では調布駅を利用し

ています。 

京王線沿線の地域ではバスでの利用先が分散する，あるいは，バス以外の交通手段で駅にアクセ

スしているため，利用先の割合として半数以上を占める駅がない状況となっています。 

 

 

図 ゾーン別利用駅の状況（全端末交通手段） 

注）大都市交通センサス(H27)に基づき作成。各ゾーン 50％以上の初乗り利用駅を着色 
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図 ゾーン別利用駅の状況（端末交通手段バスのみ） 

注）大都市交通センサス(H27)に基づき作成。各ゾーン 50％以上の初乗り利用駅を着色 
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第４節 調布市の交通環境 

４.１  鉄道 

（１）鉄道需要は増加傾向であり，今後も主要な役割を果たしていく 

調布市内には，京王線・京王相模原線が通過しており，9駅があります。 

鉄道利用者数は人口の増加に沿って平成 23 年度から平成 30 年度まで増加傾向が続いていてい

ましたが，令和元年度は前年度をわずかながら下回りました。 

鉄道は市内と区部方面との移動の大部分を担う交通手段であり，今後も主要な交通軸としての機

能が期待されます。 

また，鉄道駅まで徒歩で移動する人が多く，駅周辺の歩行空間の安全性にも配慮する必要があり

ます。 

 
図 市内における鉄道乗降人員の推移 

 

 
図 市内鉄道駅の乗降人員（駅別） 

注）「調布市統計書」(平成 10年，20年)及び京王電鉄ホームページ(令和元年)に基づき作成 
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４.２  バス 

（１）バス交通は市内交通や隣接市区への南北交通の軸として機能 

市内には調布駅へ向かうバス路線や，三鷹市，狛江市などの隣接市区を結ぶ路線が多く，バスは

南北方向を結ぶ市民の身近な交通手段であるとともに，鉄道の通っていない地域の交通手段として，

主要な役割を果たしています。 

また，調布市では公共交通不便地域のへの対応や高齢者・障害者の社会参加の促進など生活の利

便性の向上を目的として，ミニバスを運行しています。調布市を運行するバス路線の利用者数は近

年増加傾向となっていましたが，運転手不足や新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴い，一部

路線を減便しています。 

公共交通網の維持のため，効率的で利便性の高いバス路線網を構築するほか，小型モビリティの

導入などの検討を進める必要があります。 

 

 

図 市内バス路線網 

注）各事業者の運行時刻表に基づき作成（令和 3年 4月時点） 

  



第１章  調布市の現状と動向 

 

31 

【参考】路線網を駅向き行先別に色分けした図 

 

注）ミニバス西路線など，調布駅を含む複数の駅に結節する路線は調布駅に結節する扱いとした 

図 市内バス路線網（結節駅別） 
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（２）調布市ミニバス 

調布市ミニバスは，市内の電車やバスなどの公共交通を利用するのに不便な地域の解消と高齢者

等の社会参加の促進を目的に実施している事業で，現在，調布市内では 3路線(東路線，西路線，北

路線)が運行されています。 

運賃は大人 210円，小人 110 円(IC 支払い時は 105 円)で，シルバーパス，定期券，IC カードの

利用が可能です。ノンステップの車両を使用しており，車両定員は 36 人（座席 11，立席 24・乗務

員 1）です。 

平成 24年以降，利用者数は 90万人台で推移していますが，令和２年には新型コロナウイルス感

染症の影響による利用者の減少もあり，北路線を大幅に減便しました。 

 

表 調布市ミニバス概要 

 西路線 東路線 北路線 

事業開始日 平成 12年 3月 21日 平成 15年 4月 1日 

平成 18年 10月 10日(暫定運行) 
平成 24年 1月 31日(全線運行) 
平成 24年 10月 
(路線再編により上ノ原循環に変更) 

運行経路 

①調布駅南口発 
飛田給駅南口行 

②飛田給駅南口発 
調布駅南口駅行 

緑ヶ丘循環 
(仙川駅発着) 

①上ノ原循環(調布駅北口発着) 
②調布駅北口⇔都営深大寺住宅 

運行回数 
①27回/日 
②26回/日 

35回/日 
①27回/日 
②調布駅北口発：3回/日 
都営深大寺住宅発：2回/日 

運行主体 京王バス(株) 小田急バス(株) 京王バス(株) 

 

 
図 調布市ミニバス利用者数の推移 

注）調布市資料を基に作成 
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４.３  道路・自動車 

（１）幹線道路のピーク時を中心とした混雑緩和・交通円滑化が必要 

市内の骨格的幹線道路である甲州街道や武蔵境通り，鶴川街道はほぼ整備済となっており, 京王

線の連続立体交差化に伴い南北方向の道路を中心に道路交通が円滑になったものの，依然として国

道 20 号（甲州街道）や，都道 19号（鶴川街道），都道 12号（武蔵境通り）において混雑が見られ

ます。 

幹線道路の整備など交通の円滑化を図ることで，混雑時旅行速度が向上し，二酸化炭素などの排

出量削減による環境負荷の軽減も期待されます。 

 

 

図 主要道路ネットワーク 

注）国土数値情報，調布市資料を基に作成 
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図 主要道路の混雑状況（混雑度） 

注）国土交通省「平成 27年度全国道路・街路交通情勢調査 一般交通量調査結果」をもとに作成 

  

 

 

都道 12 号 

(武蔵境通り) 

調布 IC 

国道 20 号 

(甲州街道) 

都道 19 号 

(鶴川街道) 



第１章  調布市の現状と動向 

 

35 

（２）都市計画道路等の整備状況 

優先整備路線は 10 路線，準優先整備路線は 5 路線，計画検討路線は 8 路線です。事業中又は整

備済の路線は，市内を東西に貫くものが多くなっています。 

都市計画道路の整備率は令和元年度末で 52%と，府中市以外の周辺市区と概ね同程度です。 

住宅地域では道幅の狭い道路が多く，一部地域では歩行者や自転車の安全性確保のほか，バスの

走行空間の確保が必要となっています。 
 

 
図 都市計画道路の整備状況 

出典）「令和元年度交通量調査及び主要市道等安全対策検討業務委託 報告書」(令和 2年 3月) 
 

 

図 周辺市の都市計画道路整備率 

注）国土交通省「平成 31年都市計画現況調査」をもとに作成  
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（３）平日の駐車需要には十分対応，休日の駐車需要にも対応可能 

調布駅周辺の平日の自動車駐車場の需給バランス（需要量/供給量）は 50%を下回っており，駐

車場の供給量は需要を満たしています。また，過去の調査によると調布駅周辺における 15 時時点の

乗用車交通量は，休日が平日の約 1.5 倍であることから，駐車需要が交通量に比例すると仮定する

と，休日における需要にも対応できると推測されます。 

一方で，路上駐車がみられていることから，駐車場の利用促進などの路上駐車対策が必要です。 

  
図 駐車需要量時間変動図（調布駅周辺：平日） 

注）調査対象駐車場は容量 20台以上の施設のみ 平成 21年度「調布市交通環境実態調査」に基づき作成 

 

 
図 調布駅周辺における路上駐車実態（平日ピーク時） 

注）全体 14時台（収容台数に対する駐車需要比率 46.9%），荷捌き９時台（37台） 

調査対象駐車場は容量 20台以上の施設のみ 平成 21年度「調布市交通環境実態調査」に基づき作成 

駐車場分布は S-parkホームページに基づき作成（平成 22年 11月現在）  
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４.４  自転車 

（１）良好な自転車走行環境実現のためのネットワーク整備の推進 

調布市内における良好な自転車通行環境を実現するための自転車通行環境ネットワーク形成に向

け，平成30 年 11 月に「調布市自転車ネットワーク計画」を策定しました。道路網計画の進捗にあ

わせて自転車ネットワーク路線の整備を進めています。 

 

 

 

 

 

図 自転車ネットワーク路線整備状況 

注）「調布市自転車ネットワーク計画」及び，調布市資料をもとに作成 
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（２）放置自転車は減少傾向，駅ごとの状況を踏まえた対応が必要 

調布市では放置自転車の発生を抑制することを重要課題として，自転車等駐車場整備を進めてき

ました。その結果，歩行者の移動に支障となっていた駅周辺での放置自転車は減少傾向にあります。

今後は各駅における施策の方向性を踏まえた対策が必要です。 

 

注）民間の自転車投資駐車施設の台数を含む 

図 駅別の自転車等駐車施設の収容台数の推移 

 

図 駅別の放置自転車等台数の推移（ピーク時） 

出典）調布市自転車等対策実施計画改定版  
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第５節 調布市におけるまちづくりの動向 

５.１  中心市街地のまちづくり 

（１）魅力的な中心市街地の形成 

平成２４年８月，京王線連続立体交差事業によって，京王線の柴崎駅～西調布駅間と，相模原線

の調布駅～京王多摩川駅間の地下化が実現しました。これにより，分断されていた市街地の一体化，

鉄道敷地となっていた土地の有効活用，交通渋滞の解消，歩行者・自転車の安全性の向上など，様々

な面で調布市の都市構造は大きな変化を遂げています。 

駅前広場については，交通結節点としての機能の充実を図るとともに，にぎわいや交流，うるお

い，やすらぎを生み出す都市空間として，交流機能や景観形成機能を兼ね備えた駅前広場の整備を

進める必要があります。 

また，歩いて楽しいまちづくりを進めるため，幹線道路や主要区画道路等の整備により，安全で

快適な歩行者空間ネットワークを形成し，中心市街地の回遊性の向上を図る必要があります。 

 

 

図 にぎわいと交流のある活気に満ちたまちをつくるプロジェクトで目指すまちの姿 

出典）調布市基本計画 
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５.２  環境に配慮したまちづくり 

（１）「ゼロカーボンシティ」を目指した交通環境の整備が必要 

地球温暖化などの環境問題が深刻化する中，調布市では令和３年３月に「ゼロカーボンシティ」

を目指すことを表明しました。 

調布市における二酸化炭素排出量2について見ると，運輸部門からの排出量は減少傾向にあります。

また，内訳について見ると，鉄道については横ばいですが，大半を占める自動車からの二酸化炭素

排出量は減少傾向にあります。 

交通分野においては，エネルギー消費量の少ない公共交通や，シェアサイクルを含む自転車の利

用促進，走行時に二酸化炭素等の排出ガスを出さない電気自動車，燃料電池自動車等の導入促進に

ついて引き続き取り組むとともに，居心地が良く歩きたくなるまちなかの形成（ウォーカブルなま

ちづくり）を進めることで，徒歩や自転車による移動を促進していくことも重要です。 

 

 

図 調布市における部門別二酸化炭素排出量の推移 

出典）「調布市地球温暖化対策実行計画（区域施策編）」 

 

  

                                                      

 

 

 

2 二酸化炭素排出量は，購入電力，ガス，ガソリンなどのエネルギー消費量に，エネルギー源ごとの二酸化炭素排出係数

を乗じて算出されます。このうち購入電力の二酸化炭素排出係数は，発電の方法により異なるため，原子力発電所の稼働

状況などにより変動します。 
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【参考】調布市における二酸化炭素排出量の推移（運輸部門） 

 

図 調布市における二酸化炭素排出量の推移（運輸部門） 

注）オール東京 62市区町村共同事業「みどり東京・温暖化防止プロジェクト」多摩地域 の

温室効果ガス排出量 (1990年度～ 2017年度)に基づき作成 
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５.３  バリアフリーのまちづくり 

（１）バリアフリー基本構想とバリアフリー特定事業計画 

調布市では『交通バリアフリー基本構想』で調布駅，布田駅，国領駅を中心とした中心市街地をバ

リアフリー重点整備地区に設定しており，『交通バリアフリー特定事業計画』により周辺施設へのバ

リアフリー化を進めています。 

現在の基本構想が期限を迎えることから，今後は令和３年度に基本構想の改定，令和４年度に特

定事業計画の作成を予定しています。 

 

 

 

図 交通バリアフリー特定事業計画図 

注）「調布市交通バリアフリー特定事業計画」による 

特定経路 ：特定旅客施設から「高齢者，身体障害者等が日常生活又は社会生活において

利用する施設」までの経路（交通バリアフリー法による定義） 

バリアフリー経路 ：道路整備等にあわせ道路移動円滑化基準等に適合した事業を実施する経路 

（市独自設定） 

準特定経路 ：道路移動円滑化基準等に準じてできる限りバリアフリー化を実施する経路 

（市独自設定） 

ネットワーク経路 ：３駅（調布駅・布田駅・国領駅）１地区設定のメリットを生かした横断的な 

歩行空間ネットワーク（市独自設定） 

【今後更新予定】 
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第２章  総合交通計画の基本的考え方 

第１節 社会情勢の見通し 

１.１  少子高齢化の進行 

調布市では，これまでゆるやかに増加してきた人口が，令和 10 年の約 24 万 2 千人をピークに

減少に転じることが予測されます。 

一方で，高齢者人口は今後も上昇傾向が続くことが見込まれ，令和 26 年には高齢者人口が７万

６千人，高齢化率は約 34%になると推測され，３人に１人が高齢者となる時代が到来すると見込ま

れています。 

このような中で持続的な発展を実現していくためには，高齢者や障害者の自立した生活や社会経

済活動への参加を積極的に支援していくことが重要です。 

交通部門においては，高齢者・障害者などだれもが安心して暮らすための安全で快適な移動空間

の実現や，社会経済活動に参加するための交通手段の確保などに取り組むことが必要です。 

また，高齢者人口の増加により私事活動が増加することから，高齢者を含む市民の価値観やニー

ズがより多様化していくことが予想されます。これからは，市民の様々な価値観に対応した，きめ

細かな交通施策を展開していくことが重要となります。 

 

１.２  まちづくりの動向 

人口減少や高齢化，拡散した市街地が引き起こす，都市機能の低下や地域経済の衰退，インフラ

補修等の対応による厳しい財政状況などの課題に対応するため，集約型の地域構造の実現に向けた

取組が推進されています。この実現に向けては，立地適正化計画制度が創設され，災害ハザードエ

リアと立地適正化計画の連携により安全なまちづくりの推進が求められています。 

公共交通については，公共交通サービスの維持・確保をめぐる環境が厳しさを増していることか

ら，令和 2年に改めて地域公共交通活性化再生法が改正し，交通事業者等の多様な関係者との連携・

協働や，最新技術の活用を通じた持続可能な運送サービスの提供の確保が推進されています。 
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１.３  環境負荷の軽減に向けた動向 

調布市は様々な自然資源を有していますが，こうした環境を現在および将来の世代が享受すると

ともに，必要な自然資源を維持，継承するという観点からは，地球温暖化防止をはじめとした環境

問題は率先して取り組むべき課題です。 

国では，2020 年 12 月に，「2050 年カーボンニュートラルに伴うグリーン成長戦略」が示され

ており，まちづくり・交通の分野では，車の使い方の改革や電動化，公共交通への新たな技術の導

入，物流の効率化・低炭素化等が示されています。また，東京都でも，2050 年にCO2排出実質ゼ

ロに貢献する「ゼロエミッション東京」を実現することを宣言しています。 

このようななかで，環境への負荷が少なく，狭い路地も通行が可能で，高齢者の移動手段の確保

や観光客の周遊に資するグリーンスローモビリティなどが「新たなモビリティ」として期待されて

いるほか，二酸化炭素等を発生せず，自動車依存の低減により，健康増進・交通混雑の緩和等，経済

的・社会的な効果があるとして，自転車による交通の役割の拡大なども検討されています。 

 

１.４  新たな技術の活用に向けた動向 

前に示したような事項の解決に向けて，新たな技術の活用が注目されています。 

AI，IoT 等の新技術や官民データ等をまちづくりに取り入れ，交通，観光，防災，健康･医療，エ

ネルギー･環境等の複数分野にわたる「分野横断型」で最適化を図るスマートシティの検討などが進

められ，サイバー空間（仮想空間）とフィジカル空間（現実空間）を高度に融合させたシステムによ

り，経済発展と社会的課題の解決を両立する，Society 5.0 の推進なども行われています。 

交通分野では，自動運転技術の活用による自動車交通の安全性向上や公共交通での運転士不足の

解消を行うことや，さまざまある公共交通を連携し，一元のサービスとして提供するMaaS システ

ムの導入などが検討されています。 
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第２節 市民からの要請 

計画の改定に当たり，公共交通に対する市民や来訪者のニーズ，課題と感じている事項を把握す

るため，アンケート調査を実施しました。アンケート調査により把握した事項を整理します。 

 

２.１  アンケート調査の概要 

以下のアンケート調査を実施しました。 

 

 市民 来訪者 
特定世代 

(子育て・高齢者) 
障害者 

対象 

16 歳以上の調布市内在

住者 

・対象者は無作為抽出 

・同一世帯１票を抽出 

一都三県の在住者 

・WEB アンケートモニタ

ー 

・公共交通で調布市に来

訪したことがある方 

子育て世代向け施設や高

齢者関係団体等を通じて

配布 

※新型コロナウイルス感染拡大

により，施設利用ができる代

替方法にて実施 

調布市バリアフリー基本

構想策定に係る調査業務

のアンケート調査結果か

ら障害者の意見を整理し

把握 

方法 郵送配布・郵送回収 WEB アンケート調査 施設等に回収箱を設置 
郵送配布・郵送回収 

※一部WEBアンケート・聞き取

り調査も含む 

回収 

票数 
1,514/3,000部 500票 322/554 票 153/387票 

時期 

令和3年3月 26日～ 

4月 15日 

4月 26日回収にて集計 

令和 3年 4月 23日～ 

4月 26日 

令和 3年 5月 10日～ 

6月 10日 

令和 2年 12月 7日～ 

令和 3年 1月 8日 

※Web アンケートは 

令和 3年 1月 20日まで

実施 
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２.２  市民アンケート調査 

（１）回答者の属性 

 性別は「男性」44％，「女性」55％，年齢は「40代」が 19％と最も多く次いで「50 代」

が 17％であるが，どの年代からも回答をいただけている。 

 居住地では「国領町」の割合が高いが，その他の地域も 5%程度ずつの回答がある。 

 路線バス・ミニバスの利用頻度は「利用しない」が 21％，「年に数回程度」まで合わせる

と 60％以上となる。週に 1 回以上利用している方の割合は 20%以下である。 

 車の利用状況は「車は無い，又はあっても利用しない」割合が 58％である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

44% 55%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 女性 その他 無回答

n=15031-① 性別

3% 8% 13% 19% 17% 7% 9% 9% 6% 9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10代 20代 30代 40代
50代 60歳～64歳 65歳～69歳 70歳～74歳
75歳～79歳 80歳以上 無回答

n=15071-② 年齢

21% 13% 30% 21% 4% 6% 5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用しない これまでに数回程度
年に数回程度 月に数回程度
週に1回以上 週に２～３回
週に５回以上

n=15011-⑧ バスの利用頻度

4%
4%

4%
11%

4%
3%

4%

3%
3%

5%
3%

2%
2%

7%
8%

5%
3%

6%
2%

4%
6%

3%
1%

2%

0% 2% 4% 6% 8% 10% 12%

入間町
上石原
菊野台
国領町
小島町
佐須町
柴崎

下石原
深大寺北町
深大寺東町
深大寺南町
深大寺元町

仙川町
染地

多摩川
調布ケ丘
飛田給

西つつじケ丘
東つつじケ丘

西町
野水

富士見町
布田

緑ケ丘
八雲台
若葉町

n=15101-③ お住まい

19% 22% 58%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自分専用の車がある
家族共用の車があり，自分も運転している
車は無い，またはあっても自分は運転しない

1-⑩ 自家用車の有無 n=1477

居 住 地 

年 齢 

性 別 

バスの利用頻度 自家用車の有無 
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（２）交通政策に対する優先度 

 「高齢者・障害者や子供連れなどだれもが移動しやすい交通環境」を多くが望んでいる。 

 鉄道駅等での施策と比較して，歩行環境及び自転車走行環境の確保が特に重要とされてい

る。 

 自由意見をみても，歩道の改善や自転車走行環境の確保，自転車利用者のマナー改善等を

求める意見が多い。 

 

※1位：3点 2位：2点 3位：1点と得点を付加・総得点数に対する割合 

 

 

 

6%

11%

8%

13%

13%

4%

18%

5%

6%

14%

0% 5% 10% 15% 20%

幹線道路の整備

生活道路の整備

公共交通の利便性向上

歩行空間の充実

自転車利用環境の向上（走行空間・駐輪場・ラックの改善）

地球環境問題への対応

高齢者・障害者や子供連れなど誰もが移動しやすい交通環境

中心市街地や商店街における賑わいづくり

多様な交通手段を快適に乗り継げる交通環境

災害に強い交通環境

1位 2位 3位

５ 重要と考える施策

34%

34%

50%

67%

15%

26%

8%

駅周辺での渋滞

幹線道路での渋滞

生活道路の安全性

歩行者・自転車との錯綜

駐車場の不足

駅周辺等での路上駐車や

荷捌き車両による通行への影響

駐車場の入庫待ち車両による影響

0% 20% 40% 60% 80%

n=1329４【自動車交通】改善が必要と考える事項

75%

33%

18%

59%

12%

19%

14%

歩道が狭い

歩道の段差

歩道の舗装

歩道での自転車の走行

駐車場からの車の出入り等による

危険

路上駐輪による通行への影響

ベンチ等の休憩場所の不足

0% 20% 40% 60% 80%

n=1416４【歩行環境】改善が必要と考える事項

63%

23%

33%

20%

12%

17%

54%

14%

道路での走行がしにくい

走行位置がわからない

駐輪場の不足

路上駐車による通行への影響

路上駐輪による通行への影響

舗装の悪さ

自転車利用者のマナー

駐輪場のラック（車輪を固定する部

分）の使いにくさ

0% 20% 40% 60% 80%

n=1345４【自転車環境】改善が必要と考える事項

33%

33%

20%

25%

9%

29%

36%

25%

バリアフリー対応

鉄道やバス運行に関する情報提供

鉄道とバス・タクシーの乗換え案内

バス乗り場の環境（屋根・広さ）

タクシー乗り場の環境（屋根・広さ）

歩行者同士の錯綜

駐輪場の不足

各種案内情報（乗り場，周辺案内等）

0% 20% 40% 60% 80%

n=1187４【鉄道駅での乗換え環境】改善が必要な事項

重要と考える施策 

【自動車交通】 改善が必要な事項 【歩行環境】 改善が必要な事項 

【自転車環境】 改善が必要な事項 【駅での乗換え環境】 改善が必要な事項 
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（３）バス交通に関する意見 

【路線バス】 

 路線バスの各運行仕様に対する満足度をみると，不満が高い事項は少なく，最も不満が高

いのは「10）バス停の快適性（ベンチ・上屋）」で30％ある。乗継の距離や定時性に関し

ては満足度が高い。 

 年数回以上バスを利用している人のみでみても，全体の傾向に大きな違いはないが，各項

目の満足度・不満度は全体よりも高い傾向にある。 

 地域ごとでの課題をみると，以下のような状況がみられる。 

仙川ゾーン ：駅とバス停との距離に対する不満度が高い 

深大寺ゾーン：定時性に対する満足度が低い 

柴崎ゾーン ：運行ルートに対する満足度が低い 

 自由意見からは，中央線や小田急線など鉄道路線と接続をする南北方向の路線を要望する

意見が多い。その他，柴崎駅への路線の接続や仙川駅でのバス停と駅前広場との距離につ

いて改善を求める意見があった。 

 

   
  

5%

2%

5%

3%

6%

3%

2%

2%

2%

9%

6%

5%

15%

7%

12%

13%

12%

10%

6%

6%

7%

21%

18%

16%

39%

54%

50%

39%

41%

46%

63%

44%

70%

46%

50%

51%

26%

17%

16%

31%

26%

23%

17%

28%

13%

18%

18%

19%

16%

20%

16%

15%

15%

17%

11%

20%

7%

7%

8%

9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1）運行本数・頻度（n=1292）

2）始発時間 （n=1260）

3）終発時間 （n=1263）

4）運行時間の正確さ（定時性） （n=1275）

5）運行路線（ルート） （n=1278）

6）運賃 （n=1270）

7）鉄道との乗り継ぎダイヤ （n=1259）

8）駅でのバスから鉄道への乗り継ぎ距離

（n=1258）

9）バス相互の乗り継ぎ（n=1246）

10）バス停の快適性（ベンチ・上屋）（n=1266）

11）運行に関する情報（路線図・遅れ等）

（n=1270）

12）路線のわかりやすさ（n=1278）

不満 やや不満 どちらともいえない やや満足 満足

3-① 路線バス_満足度

5%

3%

6%

4%

6%

4%

2%

2%

2%

10%

6%

5%

17%

9%

14%

15%

13%

10%

7%

7%

8%

24%

20%

17%

30%

46%

42%

29%

33%

40%

58%

36%

67%

39%

44%

46%

30%

20%

18%

37%

30%

26%

21%

33%

15%

20%

22%

23%

18%

23%

19%

16%

18%

20%

12%

22%

8%

7%

8%

9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

3-①路線バス_満足度×年数回以上利用路線バス 満足度（全体） 路線バス 満足度（利用者のみ） 
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※1位：3点 2位：2点 3位：1点と得点を付加・総得点数に対する

割合  

28%
2%

4%
17%

12%
8%

3%
3%

2%
4%

8%
7%

0% 10% 20% 30% 40%

運行本数・頻度

始発時間

終発時間

運行時間の正確さ（定時性）

運行路線（ルート）

運賃

鉄道との乗り継ぎダイヤ

駅でのバスから鉄道への乗り継ぎ距離

バス相互の乗り継ぎ

バス停の快適性（ベンチ・上屋）

運行に関する情報（路線図・遅れ等）

路線のわかりやすさ

1位 2位 3位

3-② 路線バス_重要と思う事項路線バス 重要と思う事項 
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【ミニバス】 

 ミニバスの利用頻度は「利用したことがない」が72％と最も多い。 

 北路線の利用者が多く，北部地域の居住者以外も利用している。 

 運行本数に対する重要度が最も高く他の項目と比較しても特に多い。 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※1位：3点 2位：2点 3位：1点と得点を付加・総得点数に対する割合 

  

72% 13% 8% 4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用したことがない これまでに数回程度
年に数回程度 月に数回程度
週に1回以上 週に２～３回
週に５回以上

3-① 調布市ミニバス_利用頻度 n=1449

14%

17%

22%

43%

13%

50%

73%

22%

2%

29%

11%

14%

13%

61%

76%

29%

76%

36%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

西調布（n=84）

調布（n=46）

深大寺（n=58）

国領（n=14）

柴崎（n=55）

仙川（n=22）

東路線 西路線 北路線

【調布市ミニバス】 ③利用する路線

20% 31% 49%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

東路線 西路線 北路線

3-③ 調布市ミニバス_利用する路線 n=280ミニバス 利用頻度 ミニバス 利用路線 

ミニバス 利用路線（居住地別） 
 

ミニバス 改善してほしい事項 

33%
3%

7%
5%

9%
9%

3%
1%
1%
1%
1%

4%
8%

6%

0% 10% 20% 30% 40%

運行本数・頻度

始発時間

終発時間

運行時間の正確さ（定時性）

運行路線（ルート）

運賃

自宅最寄バス停の位置

バス停から目的地までの距離

鉄道との乗り継ぎダイヤ

バスと鉄道との乗り継ぎ距離

バス相互の乗り継ぎ

バス停の快適性（ベンチ・上屋）

車内の混雑度

運行に関する情報（路線図・遅れ等）

1位 2位 3位

3-④ 調布市ミニバス_改善してほしい事項
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（４）新たな施策について 

 シェアサイクルを利用したことがある割合は少なく，利用者の目的は自宅から目的地まで

の移動が多い。 

 今後の利用意向は，「ときどき利用したい」方を合わせて 30％弱である。 

 

 

 新たな施策の利用意向では，「1）住宅周辺や近くのスーパー等を循環する小型バスの利用

意向」，「3）割引のあるバスの乗り継ぎ利用意向」が高い。 

 地域別にみると，深大寺周辺では「4）駅から離れるが料金の安い駐車場の利用意向」が

他の地域に比べて高い。 

 年齢別にみると，80歳以上では「1）住宅周辺や近くのスーパー等を循環する小型バスの

利用意向」が，若い世代では「4）駅から離れるが料金の安い駐車場の利用意向」が高い。 

 

 
  

3% 97%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用したことがある 利用したことがない

4-② シェアサイクルの利用有無 n=1459

16%

6%

9%

9%

33%

20%

35%

20%

35%

44%

40%

40%

5%

13%

6%

12%

10%

17%

9%

19%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１）住宅周辺や近くのスーパー等を循環す

る小型バスの利用意向（n=1383）

２）予約して自宅近くから目的地まで乗合

いの公共交通の利用意向（n=1374）

３）割引があるバスの乗り継ぎの利用意向

（n=1372）

４）駅から離れるが料金の安い駐車場の利

用意向（n=1356）

積極的に利用したい どちらかというと利用したい
どちらともいえない できれば利用したくない
全く利用したくない

6-②新たな交通施策について

2% 25% 73%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

頻繁に利用したい ときどき利用したい

利用する予定はない

n=14204-④ シェアサイクルの利用意向シェアサイクルの利用有無 シェアサイクルの利用意向 

新たな交通施策の利用意向 
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２.３  来訪者アンケート調査 

（１）回答者の属性 

 性別は「男性」60％，「女性」40％，年齢は「40 代」が 29％と最も多く次いで「50 代」

が 20％であるが，どの年代からも回答をいただけている。 

 職業は「会社員」の割合が高いが，その他の職業も 5％～10%程度の回答がある。 

 来訪の目的は「買い物等の私事」が 69％と最も多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

60% 40%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 女性

n=500Q1-1 性別

3% 59% 13% 5% 8% 9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学生 会社員・公務員
アルバイト・パート 自営業
主婦・主夫 無職
その他 無回答

n=500Q1-3 職業

44%

69%

13%

14%

9%

5%

0% 20% 40% 60% 80%

観光

買物等の私事

業務

親戚・友人等への来訪

通勤・通学

その他

n=500SC3 来訪の目的

1% 12% 18% 29% 20% 8% 4%4%2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10代 20代 30代 40代
50代 60歳～64歳 65歳～69歳 70歳～74歳
75歳～79歳 80歳以上

n=500Q1-2 年齢性 別 年 齢 

職 業 

来訪の目的 
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（２）調布市内での移動の課題 

 調布市までの交通手段は鉄道が多く，市内での移動手段は鉄道を除くと「徒歩」，「バス」

の順である。 

 回答者全体では，移動時に「課題と感じたことは特にない」と回答した割合が半数程度を

占め，「道路の渋滞」や「目的地までのバス運行本数」に対して20％弱が課題としている。 

 市内をバスで移動した方に限定してみると，「目的地までのバスの運行本数」との回答が

40％，「道路の渋滞」と回答した割合が 24%と高い。 

 

 
 

 
  

38% 18% 4% 36% 2% 3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

鉄道 バス 自転車 徒歩 タクシー その他

n=500Q2-2 調布市内での主な交通手段

18%

15%

9%

17%

7%

5%

13%

8%

4%

1%

45%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

道路の渋滞

駅周辺の歩行空間

目的地周辺の歩行空間

目的地までのバスの運行本数

目的地まで行くバスがない

目的地間を移動する際のバスなどの交通手段がない

バス路線がわかりにくい・確認方法がわからない

駅周辺の交通手段の案内がわかりにくい

シェアサイクルの充実

その他：

課題と感じたことは特にない

n=500Q2-5 市内の移動の課題

調布市での主な交通手段 

市内の移動の課題 
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24%

9%

15%

40%

9%

6%

16%

11%

7%

1%

27%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

道路の渋滞

駅周辺の歩行空間

目的地周辺の歩行空間

目的地までのバスの運行本数

目的地まで行くバスがない

目的地間を移動する際のバスなどの交通手段がない

バス路線がわかりにくい・確認方法がわからない

駅周辺の交通手段の案内がわかりにくい

シェアサイクルの充実

その他：

課題と感じたことは特にない

Q2-5.市内の移動の課題（バス利用者のみ） n=88市内の周遊に関する要望（バス利用者） 
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（３）新たな交通手段の利用意向 

 シェアサイクル，自動運転バスに比べて低速バスを利用したい意向が高く，特に高齢者で

はその割合が増加し，8割近くが利用したいとしている。 

 

 

 

  

23%

18%

18%

38%

29%

27%

29%

35%

41%

4%

9%

6%

6%

9%

8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

積極的に利用したい どちらかというと利用したい
どちらとも言えない できれば利用したくない
全く利用したくない

Q3-1来訪時に利用したい交通手段 n=500

低速バス

シェアサイクル

自動運転バス

37%

12%

11%

40%

23%

21%

14%

37%

54%

2%

12%

7%

7%

16%

7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

積極的に利用したい どちらかというと利用したい
どちらとも言えない できれば利用したくない
全く利用したくない

Q3-1来訪時に利用したい交通手段 n=57

低速バス

シェアサイクル

自動運転バス

ｎ=57 

来訪時に利用したい交通手段 

来訪時に利用したい交通手段（高齢者） 
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２.４  特定世代アンケート調査 

 子育て世代，高齢者世代を以下のとおり区分して集計した。 

なお，該当しない方の回答結果は全体にのみ含まれている。 

子育て世代：40代以下及び 50代にて子どもと同居している方（回答数 118 票） 

高齢者世代：65歳以上（回答数 158 票） 

（１）回答者の属性 

 子育て世代，高齢者世代の回答者数はそれぞれ 43％，57%であった。 

性別は子育て世代は女性が 90%を占め，高齢者世代は男性が 64%である。 

 子育て世代では「30 代」が多く半数以上を占めている。高齢者世代では各年齢から回答

を得ている。 

 世帯構成は，子育て世代では「配偶者・子どもと同居」が 89％，高齢者世代では「配偶

者と同居」が最も多く半数以上を占める。 

 

 

 

 

  

43% 57%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子育て施設 高齢者施設

n=276利用施設

9%

64%

41%

90%

35%

58%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 女性 その他 無回答

Q1 性別

子育て世代

（n=118)

全体（n=321)

高齢者世代

（n=158)

13%

8%

54%

34%

89%

22%

45%

3%

8%

6%

2%

2%

6%

2%

2%

2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

一人暮らし 配偶者と同居
配偶者・子どもと同居 子どもと同居
親・子どもと同居 親・配偶者と同居
親・配偶者・子どもと同居 その他
無回答

Q5 世帯構成

子育て世代

（n=118)

全体（n=320)

高齢者世代

（n=157)

11%

5%

53%

20%

19%

8%

17%

11% 5%

28%

14%

35%

18%

24%

12%

13%

6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10代 20代 30代 40代
50代 60歳～64歳 65歳～69歳 70歳～74歳
75歳～79歳 80歳以上 無回答

Q2 年齢

子育て世代

（n=118)

全体

（n=319)

高齢者世代

（n=158)

世代 

性 別 年 齢 

世帯構成 

子育て世代 高齢者世代 
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 自家用車の有無は，子育て世代では「車は無い」割合が高く，保有していても「家族共用

の車」の割合が高い。一方で，高齢者世代でも「車は無い」が 43％と最も多いが，子育

て世代に比べて「自分専用の車」を保有している割合が高い。 

 買い物や移動の主な交通手段で最も多いものは，子育て世代と高齢者世代ともに「自転車」

が約 60%である。その他手段をみると，子育て世代では「自家用車（家族等の送迎）」が

高齢者世代に比べて多く，他方，高齢者世代では「自家用車（自ら運転）」の割合が多い。 

 

 

  

  

  

5%

25%

18%

33%

20%

26%

27%

11%

18%

34%

43%

39%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自分専用の車がある
家族共用の車があり，自分も運転している
車はあるが，自分は運転しない
車は無い

Q6 自家用車の有無

子育て世代

（n=117)

全体（n=319)

高齢者世代

（n=157)

14%

16%

69%

1%

18%

18%

1%

18%

0%

鉄道

バス

自転車

原付・自動二輪

自家用車（自ら運転）

自家用車（家族等の送迎）

タクシー

徒歩のみ

その他

0% 20% 40% 60% 80%

Q9 日々の買い物や移動の主な交通手段
子育て世代（n=98)

15%

23%

62%

2%

27%

5%

2%

23%

2%

鉄道

バス

自転車

原付・自動二輪

自家用車（自ら運転）

自家用車（家族等の送迎）

タクシー

徒歩のみ

その他

0% 20% 40% 60% 80%

Q9 日々の買い物や移動の主な交通手段
高齢者世代（n=149)

自家用車の有無 

買い物や移動の主な交通手段（子育て世代） 買い物や移動の主な交通手段（高齢者世代） 



第２章  総合交通計画の基本的考え方 

 

58 

 

（２）公共交通に関する状況 

 バスの利用状況をみると，市民アンケートの結果と比較して全体での利用割合が低く，特

に子育て世代の回答者ではその傾向が大きい。 

 公共交通環境に関する意見をみると，子育て世代，高齢者世代ともに，市民アンケートと

比較してバス停環境（上屋・ベンチ）への要望割合が高い傾向にある。 

 

 

 

 

 

 

  

3%

4%

4%

8%

5%

11%

13%

12%

11%

20%

17%

7%

10%

9%

67%

44%

53%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

週５日以上 週３～４日 週１～２日
月２～３日 月１日 月１日未満

子育て世代

（n=96)

Q10 日常生活におけるバスの利用頻度

全体（n=279)

高齢者世代

（n=142)

35%

10%

8%

15%

17%

10%

6%

35%

13%

運行本数

始終発の時間

運行遅延

運行ルート

自宅からバス停までの距離

駅での鉄道との乗り継ぎ

バス同士の乗り継ぎ

バス停環境（上屋・ベンチ）

車内環境

0% 20% 40% 60%

Q12 【公共交通】改善が必要と考える事項
子育て世代（n=71)

日常生活におけるバスの利用頻度 

【公共交通】 改善が必要な事項（子育て世
代） 

42%

13%

16%

29%

12%

9%

12%

26%

2%

運行本数

始終発の時間

運行遅延

運行ルート

自宅からバス停までの距離

駅での鉄道との乗り継ぎ

バス同士の乗り継ぎ

バス停環境（上屋・ベンチ）

車内環境

0% 20% 40% 60%

Q12 【公共交通】改善が必要と考える事項
高齢者世代（n=97)

【公共交通】 改善が必要な事項（高齢者世
代） 
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 自転車環境で改善が必要と考える事項は，子育て世代と高齢者世代ともに「道路での走行

がしにくい」の回答が多い。 

 「自転車利用者のマナー」と回答した方は子育て世代では 25%であるが，高齢者世代で

は 62％と差がみられる。 

 子育て世代では高齢者世代や市民アンケートでの回答に比べて駐輪場の不足や駐輪場ラ

ックの使いにくさに対する改善要望が高い。 

 

 

 

 

 

 

  

63%

16%

41%

9%

10%

5%

27%

25%

道路での走行がしにくい

走行位置がわからない

駐輪場の不足

路上駐車による通行への影響

舗装の悪さ

路上駐輪による通行への影響

駐輪場のラック（車輪を固定する

部分）の使いにくさ

自転車利用者のマナー

0% 20% 40% 60% 80%

Q14 【自転車環境】改善が必要と考える事項
子育て世代（n=88)

63%

23%

33%

20%

12%

17%

54%

14%

道路での走行がしにくい

走行位置がわからない

駐輪場の不足

路上駐車による通行への影響

路上駐輪による通行への影響

舗装の悪さ

自転車利用者のマナー

駐輪場のラック（車輪を固定する部

分）の使いにくさ

0% 20% 40% 60% 80%

n=1345４【自転車環境】改善が必要な事項

48%

9%

25%

20%

10%

9%

14%

62%

道路での走行がしにくい

走行位置がわからない

駐輪場の不足

路上駐車による通行への影響

舗装の悪さ

路上駐輪による通行への影響

駐輪場のラック（車輪を固定する

部分）の使いにくさ

自転車利用者のマナー

0% 20% 40% 60% 80%

Q14 【自転車環境】改善が必要と考える事項
高齢者世代（n=134)

【自転車環境】 改善が必要な事項（子育て世代） 
 

【自転車環境】 改善が必要な事項（高齢者世代） 

参考：市民アンケート 
【自転車環境】 改善が必要な事項 
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２.５  障害者アンケート調査 

「調布市バリアフリー基本構想策定に係る調査業務」で実施したアンケート調査結果から障害者

の意見を整理し把握した。 

 

（１）回答者の属性 

 性別は「男性」36％，「女性」61％，年齢は「75 歳以上」が 39％と最も多く，次いで

「50 代」が 15％であるが，どの年代からも回答をいただけている。 

 障害の種類は「肢体不自由」が 23％と最も多く，次いで，「知的障害」「認知症・軽度認知

障害・高次脳機能障害」が 19%であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

36% 61% 2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 女性 回答しない

n=148問8 1）(1) 性別

2% 9% 5% 11% 15% 7% 12% 39%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20歳未満 20代 30代 40代

50代 60歳～64歳 65歳～74歳 75歳以上

n=150問8 1）(2) 年齢

23% 7% 11% 8% 19% 10% 6% 19%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

肢体不自由（上肢，下肢，体幹，又はその支援者）

視覚障害（全盲，弱視）

聴覚障害（全聾，難聴）・言語障害

内臓機能障害・難病・虚弱等

知的障害（又はその支援者）

精神障害（又はその支援者）

発達障害（又はその支援者）

認知症・軽度認知障害・高次脳機能障害（又はその支援者）

n=153問8 3）障害の種類

年 齢 

性 別 
障害の種類 
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（２）各項目での意見 

 以下のとおり意見をいただいている。 

項目 ご意見 

バス交通について 

 直通運行の要望。（つつじヶ丘駅～吉祥寺） 

 バス停の段差やガードレールの位置の見直し。スロープ位置の明示。 

 点字ブロックの不足。（調布駅） 

 コミュニティバスは車両が小さく着席や移動が不便。 

 コミュニティバスは振動が大きい。 

タクシーについて 

 バリアフリー対応車両の増加。 

 駅からタクシー乗り場までの距離が長い。 

 運賃の割引。 

駅前広場について 

 調布駅では歩行距離が長く歩きにくい。 

 自転車が走行しており歩きにくい。自転車の走行を禁止や区分してもら

いたい。 

 木陰等が少ない。 

歩行環境について 

 歩道の狭さや傾斜に対する意見。 

 無電柱化による歩道環境の改善。 

 点字ブロック等の不足。 

 舗装の波うちがあり移動しにくい。 

交差点等について  一部の信号において青点灯時間が短い。 
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第３節 現状の課題の整理 

これまでに示した内容を踏まえて，調布市の現在の交通に関する課題は以下のとおりと考えています。 

 

現 状 課 題

公
共
交
通

【鉄道】

• 調布駅周辺の京王線連続立体交差化事業(以
下、連立事業)の完了もあり，鉄道利用者数
は増加傾向

【バス】

• 調布駅・つつじヶ丘駅を中心に路線バスが運
行し，運行がない公共交通不便地域等ではミ
ニバスにより補完

• 新型コロナ感染拡大による利用者減の影響を
受け，路線バス調01系統が減便

• 一部地域のミニバス路線も利用者数の減少に
伴い減便となっている

自
動
車
交
通

• 甲州街道や武蔵境通り，鶴川街道等の市内の
主要幹線道路はほぼ整備済

• 調布駅周辺の京王線の連立事業に伴い，南北
方向の道路を中心に道路交通が円滑化

• 一部の路線は依然混雑しており，旧甲州街道
では休日に渋滞が発生

５．中心市街地（駅周辺）等の賑わい強化
調布市の活力や魅力向上に向けて，連続立体交差化による効果をさらに活かしながら，
駅周辺市街地等の賑わい強化に向けた取組みが必要

●主要駅周辺や中心市街地における，ウォーカブルな空間づくり

●特に高齢者の外出機会が減少しており移動促進による活性化が必要

●地域団体や民間事業者との共同による回遊性の向上，居心地のいい滞留空間の創出等

３．快適な道路交通環境の実現
道路混雑の緩和のみならず，公共交通や自転車・歩行者のための安全で快適な通行空
間づくりのため，効果的な道路交通施策が必要

●調布駅周辺での旧甲州街道における休日を中心とした渋滞緩和

●交通事故発生状況を踏まえた道路改良，交差点改良等

●ドライバーへの安全教育，マナーの向上

１．利便性の高い公共交通の提供
高齢者や障害者等の外出支援，公共交通不便地域への対応とともに，公共交通サービ
スの維持等に向けて公共交通の利用促進が必要

●連立の効果を生かした南北方向の連携強化

●鉄道駅等における快適なバス待ち環境の充実

●調布駅等の交通結節点での混雑の解消

●旧甲州街道等の道路混雑やバスの遅延が発生している箇所への対応

●高齢者等の公共交通利用促進・自動車利用への転換抑制

●シェアサイクルの効果的な活用（ポートの適切な設置支援等）

●高齢化の進行に伴う高齢者ドライバーの増加抑制や移動制約者の増加への対応

自
転
車
交
通

• 道路網計画の進捗にあわせて自転車ネット
ワーク路線を整備

• 駐輪環境の整備が進んでおり，放置自転車は
以前に比べ減少

• 走行時の自転車利用者のマナー向上が課題

• シェアサイクルの整備が進んでおり，ポート
増設への要望がある

４．移動環境の安全性の向上
高齢者や子育て世代等誰もが気軽に外出できるよう，また調布市の魅力向上に向けて，
人中心の安全・快適な都市空間づくりが重要

●高齢者，障害者等配慮を必要とする市民誰もが利用しやすい公共交通環境の提供

●快適な歩行空間の確保

●自転車走行環境の改善に向けた対策

●自転車走行ルールの周知徹底，マナーの向上

●誰もが利用しやすい自転車駐車場の確保（高齢者や女性も利用しやすい，自動二輪
車・原付自転車利用者の利用にも配慮等）

●高齢者等の自転車利用の安全性確保が必要

人
口
動
向

• 調布市の人口は増加傾向にあるものの，令和10年頃をピーク
に減少に転じると予測される

• 高齢者人口は今後も増加傾向にあり，令和12年ごろには人口
の4人に1人以上が高齢者になると見込まれる

• 大規模な団地のある地区で高齢化率が30％を超えているなど，
地域によって高齢化が進んでいる

ま
ち
づ
く
り

• 持続可能な都市形成に向けて，コンパクトなまちづくりが求
められている

• 居心地が良く歩きたくなるまちなかづくりに向けて，都市空
間の有効と官民連携によるウォーカブルな人中心の空間づく
りが，全国各地で取り組まれている

環
境

• 脱炭素社会の実現に向けて，車の使い方などライフスタイル
の変革，まちづくりと連携した公共交通の利用促進，ICT等
新たな技術の活用などが求められている

駅
周
辺
ま
ち
づ
く
り

• 連立事業により駅周辺に新たな空間が生じ，
地域のイベントに活用するなど地域の賑わい
創出に寄与

• 人口，駅利用者数の増加に伴い，駅周辺の歩
行者交通量が増加

歩
行
空
間

• 旧甲州街道等の一部駅周辺ではでは歩道が狭
く，危険な箇所があるとの指摘がある

• 各地の商店街では，車両通行や店舗利用者の
駐輪により，一部で歩行しにくい状況

新
技
術

• 自動運転や新たなモビリティの導入に向けた実証実験等が，
全国各地で実施されている

• MaaS等公共交通同士の連携を高めるシステム導入や，観光等
他分野との連携も進められている

移
動
の
状
況

• H30PT調査では東京都市圏全体，特に高齢者
のトリップ総数が減少しており，調布市内で
も同様の傾向

• トリップ総数の減少に伴いバス利用者数も減
少しているが，交通手段別の利用割合として
は増加

• 高齢者の運転免許保有率の増加に伴い，高齢
者では自動車の利用割合が増加

２．交通による地球環境負荷の軽減
脱炭素社会の実現に向け，環境負荷の少ない交通体系確立に向けた環境整備や，過度
に自動車に頼らなくても移動できる環境づくりが必要

●地球温暖化対策実行計画の改定との整合

●環境に配慮した低公害車の導入に向けた対応

●高齢者等の自動車利用への転換の抑制

社会情勢の見通し

市民や来訪者のニーズ等

【交通環境全般】

・公共交通よりも，歩行・自転車走行環境の充実・向上を重要視して
いる(市民)

・高齢者・障害者や子供連れなど誰もが移動しやすい交通環境を望む
声が多い(市民)

【バス】

・運行本数，次いで定時性を重要視している。路線バスの運行仕様に
対する不満は低めである(市民)

・目的地へのバス運行本数，道路の渋滞を課題として挙げている(来訪)

・上屋・ベンチ等，バス停環境への不満が比較的大きい(世代)

【自転車】

・道路での走行のしにくさ，歩行者・自転車・自動車等の錯綜を課題
とする声が多い(市民・世代)

・高齢者施設等の利用者から自転車利用者のマナーに対する改善要望
が多くみられる(世代)

・シェアサイクルの利用経験者は少ないが，利用意向を持つ人は一定
程度存在(市民)

【歩行空間】

・歩道の拡幅や，歩行者・自転車・自動車の通行場所の分離を重要視
(世代)

※(市民):市民アンケート結果 (来訪):来訪者アンケート結果 (世代):特定世代アンケート結果より
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第３章  基本目標と施策体系 

第１節 基本目標の設定 

 

前で示したとおり，地域での課題やアンケート調査結果，人口動向やまちづくりの方針の

変化，環境への配慮，新たな技術や交通手段の活用やそれらを受用する意識の変化等から整

理した課題の解決に向けて，基本目標を改めて確認します。 

社会状況等は変化しているものの，現計画における３つの基本目標「“安全・安心・快適”

を支える交通」，「“環境”に配慮した交通」，「“活力・魅力”を支える交通（中心市街地の活

性化）」は目指す将来像をとらえていることから，現在の基本目標を踏襲することを考えて

います。 

なお，現在，策定を進めている次期都市計画マスタープランとの整合を図ることにも留意

します。 

（１）“安全・安心・快適”を支える交通 

安全に安心して暮らせる社会を構築するためには，高齢化の進行に伴い増加すると想定

される移動制約者，子どもなど，だれもが移動しやすい交通環境の整備が不可欠となって

います。 

移動制約者にとって重要な交通手段であるバス等の公共交通ネットワークの整備を含

め，現在運行している公共交通をより利用しやすいものにする必要があります。 

また，最も身近な交通手段である徒歩や自転車の通行環境の整備を通して，安全かつ住

み続けられるまちづくりを目指します。 

だれもが快適に移動できる環境をつくることで移動が活発化するとともに，まちの活性化を

支えます。 

（２）“環境”に配慮した交通 

これまで以上に地球温暖化問題への対応が求められる中，調布市と調布市議会は令和３年４

月１６日にゼロカーボンシティ宣言を共同で行い，国・東京都と連携し，市民や事業者等の多

様な主体と力を合わせて脱炭素社会の実現に向けて取り組むこととしています。 

まちづくり・交通の分野においても，車の使い方の改革や電動化，公共交通への新たな技術

の導入，物流の効率化・低炭素化等が求められ，効率的かつ効果的な道路ネットワークの整備

による自動車交通の円滑化と公共交通利用のさらなる促進を図るとともに，短距離の移動での

徒歩・自転車利用を促進するなど，公共交通や徒歩，自転車が利用しやすいまちづくりの推進

に取り組みます。 

（３）“活力・魅力”を支える交通 

まちの活性化や深大寺等の観光地の魅力向上のため，まちづくりと連動しながら，中心市

街地や駅周辺の商業地域への交通の円滑化，中心市街地内でのウォーカブルな空間提供によ

る回遊性の向上を図ることが求められています。 
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また，市外からの来訪者にも利用しやすい交通体系を構築し，調布市の活力・魅力の向上

に寄与していく必要があります。 

本計画では，公共交通ネットワークや計画的な道路ネットワークの整備と既存道路の有効

的な活用や改良により，アクセス利便性の向上を図り，まちの活力を支えます。 

また，徒歩を基本とした移動は人々の健康にも繋がり，ウォーカブルな人中心の空間整備な

ど，居心地が良く，歩いて楽しめるまちづくりを進めることで，中心市街地の魅力向上を図り

ます。 
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第２節 交通施策の基本方針および基本交通施策 

２.１  基本方針 

調布市を取り巻く環境や市民からの要請などを踏まえ，基本目標の達成に向けて，以下の 5 つの

基本方針に基づき，基本交通施策を組み合わせることにより総合的な対応を図ります。 

 

基本方針 1 便利で快適な交通環境の確保 

『調布市都市計画マスタープラン』で掲げている，「交通利便性の向上のための公共交通体系

の充実」や「自転車をひとつの交通手段として位置付け，走行環境等を整備」の実現に向けて，

「便利で快適な交通環境の確保」を基本方針とします。 

高齢化のさらなる進行が見込まれる中で，公共交通ネットワークや公共交通の利用環境を整

備することにより，だれもが移動しやすい“安全・安心・快適”な交通環境を創出します。 

また，自転車や新たなモビリティ，新たな技術を活用することで，効率的な公共交通ネットワ

ークを計画・整備し，中心市街地へのアクセス性が向上することで，まちの“活力・魅力”を高

めます。 

 

基本方針２ 環境負荷の低い公共交通等の環境整備 

『調布市地球温暖化対策実行計画（区域施策編）』で示されている目標や「ゼロカーボンシティ

の表明」，『環境基本計画』における「低燃費車等の利用及びエコドライブ普及の啓発」「交通体系

の低炭素化」に向けて，「環境負荷の少ない交通機関の整備」を基本方針とします。 

“環境”負荷の軽減を図るため，公共交通を利用しやすくすることで自動車利用から公共交通

利用へのさらなる転換を図ることに加え，環境にやさしい自動車の導入，安全で利用しやすい自

転車利用環境の整備を促進することで，“環境”負荷の軽減を図ります。 

 

基本方針３ 適切に機能分担された快適な道路整備 

『調布市都市計画マスタープラン』で掲げている，「まちの自立を促進し交流の基礎となる道

路整備」や，「住宅地内の生活道路の地域特性に応じた整備」の実現に向けて，「適切に機能分担

された快適な道路整備」を基本方針とします。 

連続立体交差化事業により南北の分断が解消され，交通環境の改善が図られていますが，未

整備となっている幹線道路網の整備や住宅地内における生活道路の安全性の確保などにより，

“安全・安心・快適”な交通環境の実現を図ります。 

また，効率的な幹線道路網の構築は自動車走行性の向上につながり，“環境”負荷の軽減や中心

市街地へのアクセス性向上，移動の活発によりまちの“活力・魅力”向上に寄与します。 
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基本方針４ 安全・安心に移動できる環境の整備 

『調布市基本計画』で掲げている「だれもが便利で安全・安心に移動できる良好な交通環境」

を実現し，『調布市都市計画マスタープラン』の「生活環境に配慮した交通需要管理」や「子ども

や高齢者，障害のある方含め，すべての人々にとって住みやすいまちづくり」を進めるため，「安

全・安心に移動できる環境の整備」を基本方針とします。 

身近な交通手段である徒歩や自転車での通行空間を整備するとともに，自転車走行時のルール

やマナーの向上を図ります。利用しやすいきめ細やかな交通の提供やバリアフリー化により，歩

行者や自転車，配慮を必要とする市民の方などだれもが“安全・安心・快適”な移動環境を提供

します。 

 

基本方針５ 活力・魅力を支える中心市街地・拠点の形成 

『調布市基本計画』で掲げている「地域資源を生かした活力あるまちづくり」を実現し，『調布

市都市計画マスタープラン』の「にぎわいと活力ある中心市街地に向けた都市基盤・交通基盤の

整備」や「人が中心となる交通体系化」を図るためには，の基本方針と連携して「活力・魅力を

支える中心市街地・拠点の形成」を実施することが必要です。 

公共交通ネットワークの構築や幹線道路網の整備，中心市街地までの安全な徒歩・自転車経路

を確保することで中心市街地へのアクセス性を向上させるとともに，連続立体交差化事業による

南北分断の解消や駅周辺のにぎわい空間創出といった利点を生かし，中心市街地内のウォーカブ

ルな空間を整えることにより，回遊性の向上を図り中心市街地の“活力・魅力”を支えます。 
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２.２  基本交通施策 

基本目標や基本方針に基づき，11 の基本交通施策を設定します。 

 

  

  

基本交通施策 現計画との相違点

●公共交通ネットワークの構築 ●バス走行経路の確保 変更なし

●バスサービスの向上 ●駅周辺等の地域の拠点でのアクセス性の向上

●乗継利便性などの向上 変更なし

●利用しやすい環境整備

●自動車の適正な利用への促進 基本方針２の新設に伴い移動

●ゼロエミッションビークルの普及促進 記載を修正

●環境に配慮した移動手段の充実 基本方針２の新設に伴い新設

●効率的かつ効果的な道路整備 現状に合わせて記載を修正

●渋滞の解消

●道路拡幅・整備 ●安全性確保のための交通規制の実施 変更なし

●市民の協力による維持管理・整備など

●安全な歩行空間の確保 変更なし

●利用マナーの向上

●高齢者や障害者などが利用しやすいサービスの検討 高齢化等の進展に対応して新設

●自転車走行空間の整備 ●自転車利用マナーの向上 変更なし

●自転車等駐車場などの環境整備

●中心市街地・駅周辺等の地域の拠点へのアクセス性向上 中心市街地・拠点の活性化に向けて

●駅周辺での交通混雑の緩和 基本交通施策を新設

●安心して移動・回遊できる空間整備 中心市街地・拠点の活性化に向けて

●緑豊かな街並みの創出 基本交通施策を新設

目標３
「活力・魅力」
を支える交通
（中心市街地の活性化）

施策実施方針

基本方針２

環境負荷の低
い公共交通等
の環境整備

効率的な公共交通ネットワー
クの実現

環境に配慮した移動手段の充
実

高齢者・障害者等の外出支援

目標2
「環境」
に配慮した交通

目標１
「安全・安心・快適」を支
える交通

活力・魅力を
支える中心市
街地・拠点の
形成

中心市街地・駅周辺等の地域
の拠点へのアクセス性向上

中心市街地・駅周辺等の地域
の拠点での回遊性の向上

基本方針１

便利で快適な
交通環境の確
保 公共交通利用環境の整備

環境に配慮した自動車利用の
実現

基本方針３

基本方針４

基本方針５

安全・安心に
移動できる環
境の整備

安全・安心な歩行空間の確保

自転車利用環境の整備

適切に機能分
担された快適
な道路整備

効率的かつ効果的な幹線道
路網の整備

地域特性に応じた生活道路網
の整備
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第３節 重点施策 

計画において，特に重点的に取り組みを促進する事項を重点施策として定めます。 

分野を横断して対応することが求められる事項や，他の計画にて戦略的に実施を行う予定であり，

交通分野でもそのあと押しが必要となる事項などにて設定しています。 

あとに示す施策実施方針や具体的な施策の内容を束ね，戦略的に計画を進めるものと位置付けて 

 

【今後挿入予定】 

検討中 
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第４節 施策実施方針 

調布市総合交通計画の基本目標と基本方針，基本交通施策及び施策実施方針は以下のとおりです。 

次に示す基本方針，基本交通施策・施策実施方針に沿って，具体の施策を次ページから示します。 

 

 

  

基本交通施策 現計画との相違点

●公共交通ネットワークの構築 ●バス走行経路の確保 変更なし

●バスサービスの向上 ●駅周辺等の地域の拠点でのアクセス性の向上

●乗継利便性などの向上 変更なし

●利用しやすい環境整備

●自動車の適正な利用への促進 基本方針２の新設に伴い移動

●ゼロエミッションビークルの普及促進 記載を修正

●環境に配慮した移動手段の充実 基本方針２の新設に伴い新設

●効率的かつ効果的な道路整備 現状に合わせて記載を修正

●渋滞の解消

●道路拡幅・整備 ●安全性確保のための交通規制の実施 変更なし

●市民の協力による維持管理・整備など

●安全な歩行空間の確保 変更なし

●利用マナーの向上

●高齢者や障害者などが利用しやすいサービスの検討 高齢化等の進展に対応して新設

●自転車走行空間の整備 ●自転車利用マナーの向上 変更なし

●自転車等駐車場などの環境整備

●中心市街地・駅周辺等の地域の拠点へのアクセス性向上 中心市街地・拠点の活性化に向けて

●駅周辺での交通混雑の緩和 基本交通施策を新設

●安心して移動・回遊できる空間整備 中心市街地・拠点の活性化に向けて

●緑豊かな街並みの創出 基本交通施策を新設

目標３
「活力・魅力」
を支える交通
（中心市街地の活性化）

施策実施方針

基本方針２

環境負荷の低
い公共交通等
の環境整備

効率的な公共交通ネットワー
クの実現

環境に配慮した移動手段の充
実

高齢者・障害者等の外出支援

目標2
「環境」
に配慮した交通

目標１
「安全・安心・快適」を支
える交通

活力・魅力を
支える中心市
街地・拠点の
形成

中心市街地・駅周辺等の地域
の拠点へのアクセス性向上

中心市街地・駅周辺等の地域
の拠点での回遊性の向上

基本方針１

便利で快適な
交通環境の確
保 公共交通利用環境の整備

環境に配慮した自動車利用の
実現

基本方針３

基本方針４

基本方針５

安全・安心に
移動できる環
境の整備

安全・安心な歩行空間の確保

自転車利用環境の整備

適切に機能分
担された快適
な道路整備

効率的かつ効果的な幹線道
路網の整備

地域特性に応じた生活道路網
の整備
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基本方針Ⅰ 便利で快適な交通環境の確保 

  

Ⅰ-１効率的な公共交通ネットワークの実現 
 

 ①公共交通ネットワークの構築 
  

 

○今後，高齢化のさらなる進行が見込まれる中で，公共交通ネットワークを構築することによ

り，だれもが移動しやすい環境を形成します。 

【関連する実施施策】 

・適切な公共交通ネットワークの構築 

・公共交通のサービスを連携する仕組みの検討（ＭａａＳ等） 

・需要に対応した効率的なバス路線網の構築・再編 

 

■1■適切な公共交通ネットワークの構築 

※都市計画マスタープラン，地域公共交通計画の策定検討に合わせて記載を調整予定。 

・各地域の拠点を中心とした交通結節点の整備や地域の拠点や生活の拠点，近隣市区への効率

的なバスネットワークを構築し，だれでも日常的に来訪できる環境をつくり中心市街地へ

の誘導を図ります。 

・バス交通の地域間ネットワークを充実させ，利便性を向上させるため，利用者に配慮したバ

ス交通の在り方を検討し，その実現を進めます。 

（西部地域街づくり方針，２０１０年，ｐ.６１） 

 

バスネットワークイメージ 

調布市（現行総合交通計画） 

■2■公共交通のサービスを連携する仕組みの検討（ＭａａＳ等） 

・複数の公共交通サービスを連携する仕組みの導入を検討し，公共交通の利用促進を図りま

す。 

・スマートフォンのアプリ等で一括して公共交通サービスの予約，乗車，決済等を連携する仕

組みである「ＭａａＳ：Mobility as a Service」等の導入を，関係機関等と連携しながら

検討します。 

青字：今後の確認・調整事項 

赤字：策定時に削除（検討段階での暫定表示） 
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複数のモビリティの導入とその連携システム 

国土交通省 

 

■3■需要に対応した効率的なバス路線網の構築・再編 

・都市計画道路などによる道路ネットワークの整備と合わせ，効率的かつ利便性の高いバスネ

ットワークの構築に向けて，バス事業者との協議を行います。 

・鉄道駅から離れた深大寺地区やバス依存率の高い地域を考慮しつつ，南北連絡に寄与するネ

ットワークを検討します。 

・現在，全国各地で自動運転技術の活用に関わる実証実験等が行われています。調布市におい

ても，バス運行の効率化に向けて，関連動向に関する情報を収集するとともに，バス事業者

との連携を図りながら自動運転技術の活用のあり方を検討していきます。 

（総合交通計画，２０１１年，ｐ.３８）  

 

公共交通不便地域への対応方針 

調布市（公共交通ネットワークの方向性） 

 

 ②バスサービスの向上 
  

 

○効率的・効果的なネットワークの構築とともに，混雑の緩和や利便性の向上に向けた新たな施策

の追加等により，利用者にとって利用しやすいサービスへと向上を図ります。 

【関連する実施施策】 

・新たなモビリティ等の活用による移動手段の確保 

・需要に応じた適切な運行本数の設定 

・バス利用におけるＩＣＴ等活用に関する啓発活動の実施 

・定時性，速達性の向上 

・バス同士の乗継割引制度導入に向けた検討 
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■4■新たなモビリティ等の活用による移動手段の確保 

・公共交通不便地域に対応するため，バス路線網の再編と併せて，現在，深大寺北町，深大寺

東町を中心とした北部地域における巡回公共交通の実証実験の取組等のように，これまでの

路線バスやコミュニティバスにとらわれない，新たな車両や運行形態による移動手段の確保

について，地域との連携を図りながら導入に向けて検討します。 

※北部地域における巡回公共交通事業（実証実験）やＡＩオンデマンド交通等について追記予

定。 

■5■需要に応じた適切な運行本数の設定 

・人口や人の移動の変化，社会情勢の変化に伴う需要の変化に応じた，適切で効率的な運行本

数の設定に向けて，バス事業者との協議を行います。 

（総合交通計画，２０１１年，ｐ.３８） 

 

■6■バス利用におけるＩＣＴ等活用に関する啓発活動の実施 

・インターネットや案内表示板等でバスの位置情報やバスの接近情報がわかるバスロケーショ

ンシステムの運用に向けて検討を進めます。 

・高齢者等では，情報提供ウェブサイト等へのアクセス方法がわかりにくいなどがあるため，

使い方講座など行うことを検討します。 

■7■定時性，速達性の向上 

※踏切対策の状況に応じて記載内容を修正予定。 

・都市計画道路の整備や東部地区における交通環境改善事業により，定時性・速達性の向上を

目指します。 

・三鷹通りを運行する路線では，関係機関と連携し交差点改良等の促進により定時性，速達性

を高めます。 

（追記・総合交通計画，２０１１年，ｐ.３８） 

 

■8■バス同士の乗継割引制度導入に向けた検討 

・市内のバス移動促進のため，バス事業者を超えた路線バス同士の乗継による割引制度を検討

します。 

【事例】京都市内での割引制度 

・ＩＣＯＣＡやＰｉＴａＰａ，Ｓｕｉｃａなど全国相互利用対応のＩＣカードで，市バス，地下

鉄，京都バスを乗り継いだ場合，2乗車目の運賃が割引となる。バスは市バスだけでなく，京

都バスも対象である。 

【事例】富山駅前広場のバス案内 

・富山駅では，駅から出発するバスの情報を駅前広場

の電光掲示板で表示しています。タッチパネル操作

で情報を検索することもできます。 

 

（出典：富山地方鉄道） 

【事例】高槻市での高齢者ＩＣＴ推進事業 

・老人福祉センターでスマートフォンの使い方やリモート活動の展開，市ＳＮＳへの登録方法

等を伝える講座が行われている。 
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 ③バス走行経路の確保 
  

 

○調布市内では幅員が十分でない道路が多く，バスが運行できる道路が限られているため，歩行者

や自転車にも配慮しつつ，需要が高い地域では局所的な道路拡幅や交差点改良を推進し，バスの

円滑な走行を図ります。 

【関連する実施施策】 

・バスの円滑な走行のための道路整備，交差点改良，交通規制 

■9■バスの円滑な走行のための道路整備，交差点改良，交通規制 

・幅員が十分でない道路が多く，バスが運行できる道路が限られています。歩行者や自転車に

も配慮しつつ，道路が部分的に未整備となっている区間などを中心に，需要が高い地域では

局所的な道路拡幅や交差点改良を推進します。 

（総合交通計画，２０１１年，ｐ.３９） 

・道路の幅員が狭く，バスが通行できない地域においては，住民の意向を確認しながら，一方

通行などの交通規制の設定による安全な走行経路の確保について検討します。 

（総合交通計画，２０１１年，ｐ.３９） 

 ④駅周辺等の地域の拠点でのアクセス性の向上 
  

 

○調布市内各駅の周辺地域を中心とする拠点へのアクセス性を向上し，だれでも移動しやすい空間

づくりを目指します。 

【関連する実施施策】 

・駅までの主要な歩行経路の確保 

・まちづくりと一体となった交通結節機能の強化 

・公共交通網への交通手段の確保 

■10■駅までの主要な歩行経路の確保 

・駅までの主要経路における歩道幅員の確保や段差の解消などを図り，車いすやシニアカー，

ベビーカーなど，だれでも移動しやすい歩行空間づくりを推進します。 

（総合交通計画，２０１１年，ｐ.６２） 

※調布駅前広場整備計画等における駅前広場以外（駅前広場までの）の歩行空間整備の状況に応じ

て追記予定。 

■11■まちづくりと一体となった交通結節機能の強化 

※都市計画マスタープラン，地域公共交通計画の策定検討に合わせて記載を調整予定。 

・調布駅前では，「交通結節機能」のみならず，「環境空間としての広場機能」を併せもつ駅前

広場を目指し，交流機能・景観形成機能・情報提供機能・防災機能を持つ空間として整備を

検討します。 

（調布駅前広場計画図，２０２１年，ｐ.１） 

・拠点を中心とした駅前広場で，休憩できるスペースや施設の設置を検討し，ゆとりある駅前

空間の創出を図ります。 

（西部地域街づくり方針，２０１０年，ｐ.５８） 
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調布駅のゾーニング案 

調布市（調布駅前広場整備計画図案） 

 

■12■公共交通網への交通手段の確保 

・鉄道や路線バスへのアクセス性を高めるため，自転車・シャアサイクルの利用促進，新たな

モビリティ等の導入を検討します。 

・また，これらの乗降場所を連携し，接続性を向上するよう検討を行います。 

・乗換拠点での自転車等駐車場の設置を推進や，電動アシスト付き自転車のシェアサイクル事

業のステーションの増設，広報活動を行い，官民連携により利用促進を図ります。 

（総合交通計画，２０１１年，ｐ.４３，調布市自転車等対策実施計画改定版，２０２１年，ｐ.４５）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【事例】さいたま市での人流データ等を活用したシェア型マルチモビリティの導入検討 

・移動の利便性向上や都市の回遊性向上と環境

負荷の低減などを両立する新たな都市の交通

システムとして，電動アシスト付自転車・スク

ーター・超小型ＥＶによるシェア型マルチモ

ビリティの社会実装に向けて検討を行ってい

る。 

・モビリティのＧＰＳデータ等を活用して，事

業の有効性等を検証し，ポートやモビリティ

の最適配置等の利便性向上につなげている。 

 

（出典：さいたま市） 
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事業スケジュール 

 
施策実施方針 実施施策 

施策実施時期 

短期 中長期 

効率的な 

公共交通 

ネットワー

クの実現 

公共交通 

ネットワーク

の構築 

適切な公共交通ネットワークの構築     あ        

公共交通のサービスを連携する仕組みの検

討（ＭａａＳ等） 
    あ      あ 

需要に対応した効率的なバス路線網の構築・

再編 
    あ        

バスサービス

の向上 

新たなモビリティ等の活用による移動手段

の確保 
    あ        

需要に応じた適切な運行本数の設定     あ        

バス利用におけるＩＣＴ等活用に関する啓

発活動の実施 
            

定時性，速達性の向上             

バス同士の乗継割引制度導入に向けた検討             

バス走行経路

の確保 

バスの円滑な走行のための道路整備，交差点

改良，交通規制 
            

駅周辺等の地

域の拠点での

アクセス性の

向上 

駅までの主要な歩行経路の確保             

まちづくりと一体となった交通結節機能の

強化 
            

公共交通網への交通手段の確保             

（   ：施策の準備・検討   ：施策の展開・実施   ：実施した施策の継続・運用） 
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Ⅰ-２公共交通利用環境の整備 
 

 ⑤乗継利便性などの向上  
   

 

○移動経路におけるバリアフリー化，バス利用者のための乗継情報や案内表示，バス待ち環境

の整備により乗継利便性の向上を図ります。 

【関連する実施施策】 

・まちづくりと一体となった交通結節機能の強化【再掲】 

・ユニバーサルデザインの考え方を踏まえたバリアフリー化の促進 

・公共サイン計画に基づく案内表示の推進 

・ベンチや上屋などのバス待ち環境整備 

■14■ユニバーサルデザインの考え方を踏まえたバリアフリー化の促進 

・交通結節点の整備に当たっては，ユニバーサルデザインの考え方によるバリアフリー化を促進

するとともに，歩行者の回遊性を高め，だれもが利用しやすい交通結節点の創出を図ります。 

（総合交通計画，２０１１年，ｐ.４３） 

・旅客施設では，京王線連続立体交差事業に併せてバリアフリー化を図り，（旧）調布市バリア

フリー基本構想（平成２４年３月策定）における全ての公共交通特定事業が完了していますが，

引き続き，駅係員，乗務員のバリアフリー教育などの継続事業の推進が必要です。 

また，バス・タクシーでは，ノンステップバスやユニバーサルデザインタクシーの普及や乗務

員教育の強化が課題となっています。そのため，今後は上記の課題を改善していくとともに，

高齢者，障害者等に対する理解促進や施設利用の手助けといった人的対応・心のバリアフリー

に関する取組を実施します。 

（調布市バリアフリー基本構想～地区別計画～，２０2２年，ｐ.21） 

■15■公共サイン計画に基づく案内表示の推進 

・平成２７年に定めた「調布市公共サイン整備ガイドライン」に基づき，だれにもわかりやすく，

安全・安心に使え，統一感のある美しい公共サイン整備を推進します。 

（調布市公共サイン整備ガイドライン，２０１５年，ｐ.３） 

 

■16■ベンチや上屋などのバス待ち環境整備 

・駅前バスターミナル以外でも，主要なバス停において，運行情報システム，道路の幅員など条

件が整う箇所について，上屋やベンチの設置状況を確認し，交通事業者とともに設置に向けた

検討を進め，快適でより利用しやすいバス交通を目指します。 

（総合交通計画，２０１１年，ｐ.４３） 

 ⑥利用しやすい環境整備 
   

 

○全ての利用者にわかりやすい情報提供により，だれもが利用しやすい公共交通利用環境を目指

します。 

【関連する実施施策】 

・市民・来訪者など全ての利用者にわかりやすい情報提供 
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■17■市民・来訪者など全ての利用者にわかりやすい情報提供 

・目的地へ向かうバス路線の情報や鉄道駅から利用するバス停までの経路などについて，わかり

やすい情報提供を行うとともに，バスが利用しやすい交通手段であることを伝え，利用促進を

図ります。 

（総合交通計画，２０１１年，ｐ.４３） 

・鉄道駅では，路線シンボル及び駅ナンバリングの表記やピクトグラムの活用，多言語表記の充

実などわかりやすい案内表示への改善に向けて事業者と協議を行います。 

（第 11次東京都交通安全計画，２０２１年，ｐ.１２２） 

 

 

事業スケジュール 

 
施策実施方針 実施施策 

施策実施時期 

短期 中長期 

公共交通 

利用環境の

整備 

乗継利便性 

などの向上 

まちづくりと一体となった交通結節機能の

強化【再掲】 
            

ユニバーサルデザインの考え方を踏まえた

バリアフリー化の促進 
            

公共サイン計画に基づく案内表示の推進             

ベンチや上屋などのバス待ち環境整備             

利用しやすい

環境整備 

市民・来訪者など全ての利用者にわかりやす

い情報提供 
            

（   ：施策の準備・検討   ：施策の展開・実施   ：実施した施策の継続・運用） 
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基本方針Ⅱ 環境負荷の低い公共交通等の環境整備 

  

Ⅱ-１環境に配慮した自動車利用の実現 
 

 ⑦自動車の適正な利用への促進  
   

 

○大気汚染や二酸化炭素排出を低減するためのエコドライブの推進，自動車利用から徒歩や自

転車，公共交通利用への転換を図るモビリティマネジメントの実施により，自動車利用の合

理化を目指します。 

【関連する実施施策】 

・エコドライブの推進 

・モビリティマネジメントの実施 

■18■エコドライブの推進 

・自動車利用をする場合の大気汚染や二酸化炭素排出を低減するため，エコドライブの啓発活動

を推進します。 

（総合交通計画，２０１１年，ｐ.４７） 

■19■モビリティマネジメントの実施 

・エコ通勤優良事業所認証制度の普及啓発活動を通じて，徒歩や自転車，公共交通利用への転換

を促進します。 

（総合交通計画，２０１１年，ｐ.４７） 

 ⑧ゼロエミッション・ビークルの普及促進 
   

 

○ゼロエミッション・ビークル（以下「ＺＥＶ」という。）である，電気自動車（ＥＶ）やプ

ラグインハイブリッド自動車（ＰＨＶ），燃料電池自動車（ＦＣＶ）等の普及・促進に取り

組みます。 

（調布市地球温暖化対策実行計画（区域施策編），２０２１年，ｐ.４１） 

【関連する実施施策】 

・ＺＥＶの普及促進 

・駅周辺等のエネルギー施策との連携 

■20■ゼロエミッション・ビークル（ＺＥＶ）の普及促進 

・公共交通機関の利用促進やＺＥＶの普及に向けた取組などを進めていきます。 

（調布市環境基本計画，２０２１年，ｐ.５５） 

・公用車の更新・新規購入時にＺＥＶの導入に努めるほか，一般車でもＺＥＶへの買換えを促進

します。 

（調布市地球温暖化対策実行計画（区域施策編），２０２１年，ｐ.３９） 

・ＺＥＶの導入，集合住宅等への充電設備設置，蓄電池の設置等に係る東京都等の補助事業に関

する情報提供を行います。 

（調布市地球温暖化対策実行計画（区域施策編），２０２１年，ｐ.３８）  
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■21■駅周辺等のエネルギー施策との連携 

・調布駅周辺の整備に合わせ，自立分散型エネルギーシステムの導入の実現可能性に向けた検討

を進めます。 

（調布市地球温暖化対策実行計画（区域施策編），２０２１年，ｐ.４８） 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

事業スケジュール 

 
施策実施方針 実施施策 

施策実施時期 

短期 中長期 

環境に配慮

した自動車

利用の実現 

自動車の適正

な利用への促

進 

エコドライブの推進             

モビリティマネジメントの実施             

ゼロエミッシ

ョン・ビーク

ルの普及促進 

ゼロエミッション・ビークル(ＺＥＶ)の普及

促進 
    あ        

駅周辺等のエネルギー施策との連携     あ      あ 

（   ：施策の準備・検討   ：施策の展開・実施   ：実施した施策の継続・運用） 

  

【用語】ゼロエミッションについて 

・ゼロエミッション・ビークル，ゼロエミッション・

バスは，走行時に二酸化炭素等の排出ガスを出さ

ない電気自動車（ＥＶ）や燃料電池自動車（ＦＣ

Ｖ），プラグインハイブリッド自動車（ＰＨＶ）の

ことです。 

（出典：東京都環境局） 

【事例】板橋区での公用車へのＥＶ車カーシェアリングの導入 

・民間が運営するカーシェアリングサービスのＥＶを区の公用車として導入した。区内所有地に配備し，公

用車としての利用がない時間帯には一般の会員の利用も可能とし，区民へのＥＶ普及を促進する。板橋区

は，ＥＶを含むカーシェアリングを公用車として使用することで，環境負荷低減に貢献するだけでなく，

公用車削減による維持費・管理費などのランニングコスト削減にも繋げる。 
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Ⅱ-２環境に配慮した移動手段の充実 
 

 ⑨環境に配慮した移動手段の充実  
   

 

○二酸化炭素排出量の削減につながる公共交通，シェアサイクル，カーシェアリング等の環境

に配慮した移動手段の整備を進めます。 

（調布市地球温暖化対策実行計画（区域施策編），２０２１年，ｐ.４８） 

【関連する実施施策】 

・環境負荷軽減に資する車両の公共交通への導入促進 

・グリーンスローモビリティなど次世代交通システムの活用方策検討 

・シェアサイクルやＥＶ等を活用したカーシェアリングの普及促進 

■22■環境負荷軽減に資する車両の公共交通への導入促進 

※バス事業者へ確認後，記載を調整予定。 

・東京都では，ゼロエミッション・バスを導入するものに対し，当該車両の購入に要する経費の

一部の助成を行っており，このような補助事業の活用による導入促進について交通事業者と協

議をします。 

（EVバス導入促進事業実施要項，２０２０年，ｐ.１） 

・二酸化炭素排出量の削減につながる公共交通として，グリーンスローモビリティなど次世代交

通システムの導入検討を行います。 

（環境基本計画，２０２１年，ｐ.７５・調布市地球温暖化対策実行計画，２０２１年，ｐ.４８） 

■23■グリーンスローモビリティなど次世代交通システムの活用方策検討 

・国土交通省では，グリーンスローモビリティの普及に係る支援，導入実証調査・車両購入等

で活用可能性のある支援事業を行っておいます。このような補助事業の活用について交通事業

者と協議をします。 

（グリーンスローモビリティの導入と活用のための手引き，２０２１年，ｐ.５８） 

 

 

■24■シェアサイクルやＥＶ等を活用したカーシェアリングの普及促進 

・自転車利用を促進するため，民間事業者と連携したシェアサイクルを導入しています。今後は，

ステーションの増設を進めるとともに，市民の方を対象としてイベント等での広報活動を行

い，官民連携して利用促進を図ります。 

（調布市自転車等対策実施計画改定版，２０２１年，ｐ.４５） 

・環境にやさしい交通手段の観点から，エコカー等によるカーシェアリングの仕組みを検討しま

す。 

（調布市都市計画マスタープラン，２０１４年，ｐ.５８）  

 

  

【用語】グリーンスローモビリティについて 

・時速20ｋｍ未満で公道を走ることができる電動車を活用した小さな移動サービスのことです。 
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事業スケジュール 

 
施策実施方針 実施施策 

施策実施時期 

短期 中長期 

環境に配慮

した移動手

段の充実 

環境に配慮し

た移動手段の

充実 

環境負荷軽減に資する車両の公共交通への

導入促進 
    あ        

グリーンスローモビリティなど次世代交通

システムの活用方策検討 
    あ        

シェアサイクルやＥＶ等を活用したカーシ

ェアリングの普及促進 
            

（   ：施策の準備・検討   ：施策の展開・実施   ：実施した施策の継続・運用）  
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基本方針Ⅲ 適切に機能分担された快適な道路整備 

  

Ⅲ-１効率的かつ効果的な幹線道路網の整備 
 

 ⑩効率的かつ効果的な道路整備  
   

 

○道路の交通，環境，防災の機能を十分発揮し，良好な都市形成に寄与するため，路線の必要

性や優先度を定期的に確認し，効率的かつ効果的なみちづくりを進めます。 

（調布市道路網計画，２０１６年，ｐ.９・１０） 

○隣接する自治体との円滑な移動と交流の活発化を支えるため，より効率的かつ効果的な道路

網の整備を推進します。 

（総合交通計画，２０１１年，ｐ.４８） 

【関連する実施施策】 

・道路ネットワークの整備 

・まちづくりの視点による道路整備（拠点形成と拠点間の連絡・地域のまちづくりへの貢献） 

■25■道路ネットワークの整備 

・優先的に整備すべき路線について，調布市基本計画等と整合を図り，現在事業中である路線の

進捗状況や財政状況，まちづくりの機運の高まりなどを勘案しながら順次事業を進めます。 

（調布市道路網計画，２０１６年，ｐ.３０） 

・現在進行する整備と連携を図ることで，道路の整備効果を一体的に発現し，渋滞箇所の解消や

道路整備による効果の大幅な向上を図ります。 

（調布市道路網計画，２０１６年，ｐ.２３） 

■26■まちづくりの視点による道路整備（拠点形成と拠点間の連絡・地域のまちづくりへの貢

献） 

・バスなどの公共交通ネットワークとして必要性が高い箇所や住民発意によるまちづくりが進

んでいる地域の路線を整備することで，快適でより便利なまちを形成します。 

・地域のまちづくりの熟度に応じて，沿道の街並み形成の促進などについて，地域住民と協働で

検討を進めます。 

（調布市道路網計画，２０１６年，ｐ.２３・３３） 

 ⑪渋滞の解消 
   

 

○渋滞は自動車やバス交通の円滑な移動の妨げとなるほか，大気汚染や二酸化炭素排出量の増

加につながっています。交差点など局所的な箇所に原因がみられる場合には，問題解消に向

けた施策検討を進めます。 

【関連する実施施策】 

・交差点改良などによる幹線道路の渋滞解消 

・開かずの踏切によるボトルネックの解消（5か所） 
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■27■交差点改良などによる幹線道路の渋滞解消 

・東京都「第3次交差点すいすいプラン」において指定されたボトルネックとなっている交差点

での着実な整備を促進します。 

（総合交通計画，２０１１年，ｐ.４９） 

■28■開かずの踏切によるボトルネックの解消（5か所） 

※踏切対策の状況に応じて記載内容を修正予定。 

・「開かずの踏切」をなくし，道路交通の円滑化を図るため，道路整備や東部地区における交通

環境改善事業など周辺まちづくりとの連携を図りながら，適切な踏切対策を検討し，早期実現

を目指します。 

（広報東京都，２０１７年，１１月号） 

 

 

事業スケジュール 

 
施策実施方針 実施施策 

施策実施時期 

短期 中長期 

効率的かつ

効果的な幹

線道路網の

整備 

効率的かつ効

果的な道路整

備 

道路ネットワークの整備             

まちづくりの視点による道路整備（拠点形成

と拠点間の連絡・地域のまちづくりへの貢献） 
            

渋滞の解消 

交差点改良などによる幹線道路の渋滞解消             

開かずの踏切によるボトルネックの解消（5

箇所） 
    あ      あ 

（   ：施策の準備・検討   ：施策の展開・実施   ：実施した施策の継続・運用） 
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Ⅲ-２地域特性に応じた生活道路網の整備 
 

 ⑫道路拡幅・整備  
   

 

○歩行者と自転車，自動車，バスなどが混在している地域や，緊急車両が通行できない道路に

ついては，安全性の確保のほか，防災性，快適性，コミュニティ機能の向上といった観点か

ら優先性を検討し整備を進めます。 

（総合交通計画，２０１１年，ｐ.５２） 

【関連する実施施策】 

・地域特性および役割に応じた生活道路網の見直しと整備 

・幹線道路整備とあわせた生活道路整備による機能向上 

■29■地域特性および役割に応じた生活道路網の見直しと整備 

・生活道路網の機能確保のための総合的な取組において，各地域の状況を適切に把握し，地域

と連携を図りながら，早期の課題解決に向けて検討を進めます。 

（調布市道路網計画，２０１６年，ｐ.３１） 

・緊急車両が通行できない道幅の狭い道路の解消を推進します。 

（総合交通計画，２０１１年，ｐ.５３） 

■30■幹線道路整備とあわせた生活道路整備による機能向上 

・都市計画道路と接続する生活道路については，様々な交通の需要状況や幹線道路の整備状況

を考慮のうえ整備手法などを検討し，一体的な整備を促進することで効率的な機能向上を図

ります。 

（総合交通計画，２０１１年，ｐ.５３） 

 

 ⑬市民の協力による維持管理・整備など  
   

 

○住宅周辺道路の見通し改善や景観のための沿道植栽の管理，沿道緑化の維持・推進，セット

バックなど，地域住民自身による身近な道路の安全性や快適性の確保を推進します。 

（総合交通計画，２０１１年，ｐ.５３） 

【関連する実施施策】 

・身近な道路の維持管理を住民が行う取組の推進（植栽・清掃） 

・セットバックなどによる歩行空間の拡充 

■31■身近な道路の維持管理を住民が行う取組の推進（植栽・清掃） 

・植栽や清掃などの維持管理については住民参加により協働で行う取組を推進し，沿道の景観

や快適な通行環境確保を図ります。 

（総合交通計画，２０１１年，ｐ.５３） 

■32■セットバックなどによる歩行空間の拡充 

・交通量が多く歩道が狭い道路や，小学校や中学校周辺の通学路等においては，都市計画諸制

度を活用し，地権者の協力のもと，セットバックなどで歩行者空間が確保できるよう検討し

ます。 

（西部地域街づくり方針，２０１０年，ｐ.６８） 

 



第３章  基本目標と施策体系 

 

85 

 ⑭安全性確保のための交通規制の実施  
   

 

○局所的な整備や維持管理だけでは十分な安全性が確保できない場合，通過交通の進入抑制や

一方通行規制などの適切な設定による安全性の確保が必要です。 

（総合交通計画，２０１１年，ｐ.５２） 

【関連する実施施策】 

・規制，ルールなどによる生活道路機能確保の検討 

■33■規制，ルールなどによる生活道路機能確保の検討 

・道幅の狭い生活道路での歩行者の安全性を確保するため，道路状況に応じて一方通行規制や

速度規制など，生活道路としての機能確保に向けた関係機関との協議・検討を行います。 

（総合交通計画，２０１１年，ｐ.５３） 

 

 

事業スケジュール 

 
施策実施方針 実施施策 

施策実施時期 

短期 中長期 

地域特性に

応じた生活

道路網の整

備 

道路拡幅・整

備 

地域特性および役割に応じた生活道路網の

見直しと整備 
            

幹線道路整備とあわせた生活道路整備によ

る機能向上 
            

市民の協力に

よ る 維 持 管

理・整備など 

身近な道路の維持管理を住民が行う取組

の推進（植栽・清掃） 
               

セットバックなどによる歩行空間の拡充             

安全性確保の

ための交通規

制の実施 

規制，ルールなどによる生活道路機能確保の

検討 
               

（   ：施策の準備・検討   ：施策の展開・実施   ：実施した施策の継続・運用） 
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基本方針Ⅳ 安全・安心に移動できる環境の整備 
  

Ⅳ-１安全・安心な歩行空間の確保 
 

 ⑮安全な歩行空間の確保  
   

 

○市民や来訪者等だれもが安心して活動できるよう，中心市街地や拠点を中心に，道路整備と

の連携を図りながら安全・快適な歩行空間の創出を目指します。 

【関連する実施施策】 

・歩行時の快適性向上に向けた空間整備 

・駅までの主要な歩行経路の確保【再掲】 

・ユニバーサルデザインの考え方に基づく，歩道のバリアフリー化 

・歩きやすい歩行環境整備に向けた無電柱化の促進 

■34■歩行時の快適性向上に向けた空間整備 

・鉄道駅の自由通路の整備，自転車利用環境の充実，緑あふれる空間の創出，歩道の段差解消

や障害物撤去等，人がまち歩きをしやすく，回遊性を高める取組を推進します。 

（「未来の東京」戦略_R3.3，２０２１年，ｐ.４２） 

■36■ユニバーサルデザインの考え方に基づく，歩道のバリアフリー化 

・中心市街地内や駅周辺等の拠点内の主要な歩道では，ユニバーサルデザインの考え方に基

づき，バリアフリー化を推進します。 

（総合交通計画，２０１１年，ｐ.６２） 

・主要な道路の整備に当たっては，ユニバーサルデザインの考え方を導入し，すべての人が安

全でストレスがなく通行できるよう，段差の解消やサイン等の整備を行います。 

（西部地域街づくり方針，２０１０年，ｐ.５８，ｐ.７６） 

・最も身近な交通手段である徒歩や自転車を利用する際の「安全・安心・快適」を確保するた

め，歩行者や自転車の通行空間を整備します。 

（調布市バリアフリーマスタープラン～移動等円滑化促進方針～ ，２０2２年，ｐ.33） 

 

 

■37■歩きやすい歩行環境整備に向けた無電柱化の促進 

・主要な道路などの整備に当たっては，街並みの改善や安全で快適な歩行空間の確保が急が

れる箇所等において，無電柱化を検討し，実現化に向けた取組を進めます。 

（調布市基本計画，２０１９年，ｐ.１９３） 

（西部地域街づくり方針，２０１０年，ｐ.１０１） 

 

 ⑯利用マナーの向上  
   

 

○自動車や自転車だけでなく，歩行者においてもマナーを向上し事故の防止を目指します。 

（総合交通計画，２０１１年，ｐ.６１） 

 

【関連する実施施策】 

・歩行時のマナー向上への啓発活動 

・踏切以外の安全な経路の案内 
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■38■歩行時のマナー向上への啓発活動 

・信号や横断歩道，歩行ルールなどについて情報提供や啓発活動を行い，交通安全意識と歩行

者マナーの向上を推進します。 

（総合交通計画，２０１１年，ｐ.６２） 

■39■踏切以外の安全な経路の案内 

・既存地下道などの踏切の遮断に左右されない経路に関する案内情報を提示し，目的に沿った

歩行者の誘導を促進します。 

（総合交通計画，２０１１年，ｐ.６２） 

 

事業スケジュール 

 
施策実施方針 実施施策 

施策実施時期 

短期 中長期 

安全・安心

な歩行空間

の確保 

安全な歩行区

間の確保 

歩行時の快適性向上に向けた空間整備  あ             

駅までの主要な歩行経路の確保【再掲】                

ユニバーサルデザインの考え方に基づく，歩

道のバリアフリー化の促進 
               

歩きやすい歩行環境整備に向けた無電柱化

の促進 
 あ             

利用マナーの

向上 

歩行時のマナー向上への啓発活動             

踏切以外の安全な経路の案内             

（   ：施策の準備・検討   ：施策の展開・実施   ：実施した施策の継続・運用） 
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Ⅳ-２高齢者・障害者等の外出支援 
 

 ⑰高齢者や障害者などが利用しやすいサービスの検討 
   

 

○高齢者や障害者などの安全・快適な移動を支援し，だれもが外出しやすい環境づくりを推進

します。 

【関連する実施施策】 

・新たなモビリティ等の活用による移動手段の確保【再掲】 

・地域との協働による新たな公共交通の導入検討 

・ユニバーサルデザインの考え方を踏まえたバリアフリー化の促進【再掲】 

・公共交通機関の利用環境の整備 

・利用しやすい移動支援施策の充実 

■41■地域との協働による新たな公共交通の導入検討 

・施設間を結ぶ公共交通の運行要望が高い地域などについては，乗合タクシーなど適切な運行形

態のもと地域との協働による公共交通機能の導入を検討します。 

（総合交通計画，２０１１年，ｐ.３９） 

 

■43■公共交通機関の利用環境の整備 

※調布駅等での身障者駐車場設置計画の内容を確認し記載を調整予定。 

・路線バス・ミニバスの運行におけるノンステップバスの導入を進め，障害者にも利用しやすい

環境を整備し社会参加の促進を図ります。 

（障害者総合計画，2018年，ｐ.３６） 

・特に，鉄道駅等の交通結節点における公共交通と福祉輸送サービスとの円滑な乗り継ぎに方策

について，関係者と協議しながら検討し，可能なものから実現を目指します。 

 

■44■利用しやすい移動支援施策の充実 

・高齢者，障害者等の外出支援も含め，ＩＣＴ等最新技術の活用も含めた各種施策の連携による

利用環境の充実について検討します。 

（総合交通計画，２０１１年，ｐ.３９） 

・車いす，ストレッチャーのまま利用できる福祉タクシーの利用支援や，多摩地域福祉有償運送

運営協議会への参画などにより，個々の利用者のニーズに応じた交通手段の確保を支援しま

す。 

（障害者総合計画，２０１８年，ｐ.３６） 

・福祉タクシー券事業について，福祉タクシー券のあり方検討委員会の検討結果を踏まえ，個々

の利用者のニーズに対応できるよう手当化を検討します。 

・ユニバーサルデザインタクシー（ＵＤタクシー）について，車いす等でも利用が可能であるこ

とを周知・啓発し，高齢者・障害者にも利用しやすい交通手段の一つとして利用を促していき

ます。 

・また，高齢者・障害者の自立した生活を促進するための外出支援施策として，シニアカー・電

動車いすのシェアリングなどによる生活圏の拡大を検討します。 
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■90■心のバリアフリーの実践に向けた取組の促進 

・調布市では，共生社会の実現に向け，「パラハートちょうふ」のキャッチフレーズを掲げ，市

民に心のバリアフリーの促進に協力いただけるよう啓発に努めるとともに，不特定多数の利用

が見込まれる施設の施設設置管理者等に，より利用しやすい環境づくりの推進に協力いただけ

るよう，積極的に働きかけていきます。 

・また，基本構想では調布市が主体となり，「教育啓発特定事業」及び「人的対応・接遇に関す

る事業」を位置付け，市全域における心のバリアフリーの促進に取り組んでいきます。 

（調布市バリアフリーマスタープラン～移動等円滑化方針～，２０2２年，ｐ.69） 

・高齢者等に対して，現在行われているＩＣＴ等の利用方法講座等を活用して，公共交通の情報

提供ウェブサイトへのアクセス方法や予約システムの利用方法などの使い方講座など行うこ

とを検討します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
UDタクシーについて (一社)東京ハイヤー・タクシー協会ホームページ 

  

【事例】鎌倉市でのＩＣＴを活用した歩行支援システムの整備 

・市内の主要観光エリアのネットワークデータを整備するとともに，公共施設や観光施設等のバリア

フリー情報を付加した施設データの整備を始めている。 

 

【事例】高槻市での高齢者ＩＣＴ推進事業 

・老人福祉センターでスマートフォンの使い方やリモート活動の展開，市ＳＮＳへの登録方法等を

伝える講座が行われている。 

 

【事例】朝霞市の障害者移動支援施策 

・重度障害者の生活圏の拡大と社会参加の促進をはかるため，福祉タクシー券の交付，バス・鉄道共通

カードの利用料の助成，又は自動車燃料費の補助の内どれか１つを補助している。 
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事業スケジュール 

 施策実施方

針 
実施施策 

施策実施時期 

短期 中長期 

高齢者・ 

障害者等

の外出支

援 

高齢者や障害

者などが利用

しやすいサー

ビスの検討 

新たなモビリティ等の活用による移動手段

の確保【再掲】 
               

地域との協働による新たな公共交通の導入

検討 
            

ユニバーサルデザインの考え方を踏まえた

バリアフリー化の促進【再掲】 
            

公共交通機関の利用環境の整備             

利用しやすい移動支援施策の充実             

（   ：施策の準備・検討   ：施策の展開・実施   ：実施した施策の継続・運用） 
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Ⅳ-３自転車利用環境の整備 
 

 ⑱自転車走行空間の整備  
   

 

○利用実態に合わせた市内の安全な自転車ネットワークの構築，まちづくりや道路整備と併せ

た計画的な自転車走行空間の整備により，だれもが安全かつ快適に自転車で移動できる環境

づくりを推進します。 

 

【関連する実施施策】 

・自転車ネットワークの構築，走行空間の整備とわかりやすい明示 

■45■自転車ネットワークの構築，走行空間の整備とわかりやすい明示 

・自転車利用実態に合わせて，市内の自転車ネットワークを構築し，日常的な移動での利便性向

上を図ります。 

・都市計画道路の整備，改修にあわせて，道路空間の再配分などにより走行空間の確保を検討し

ます。 

（総合交通計画，２０１１年，ｐ.５８） 

・また，子どもや高齢者にもわかりやすい自転車通行空間のサインを表示し，走行空間の利便性

向上と歩行者の安全性の向上を図ります。 

・市外からの来訪者にも利用しやすく楽しめる環境を創出するため，近隣自治体とも連携し自転

車マップの作成，ルールやサイン計画などについて検討します。 

（総合交通計画，２０１１年，ｐ.５８） 

 
 

 ⑲自転車等駐車場などの環境整備  
   

 

○自転車等駐車場について，適正な運用を推進するとともに，鉄道事業者・施設設置者等によ

る自転車等駐車場の設置を推進します。 

また，通行の妨げとなる放置自転車の撤去を継続します。 

【関連する実施施策】 

・放置自転車対策 

・自転車等駐車場整備 

・路上自転車等駐車場の設置検討（調布駅など） 

・自転車走行空間のサインの表示 

・シェアサイクルステーションの拡充（公共施設等への設置） 

■46■放置自転車対策 

・商店街周辺に設置された調布市立有料自転車等駐車場の一部を商店街等に有償で貸与すること

について，商店街等と協議します。 

（調布市自転車等対策実施計画改定版，２０２１年，ｐ.２７） 

・また，鉄道事業者・民間事業者による設置の推進など，関係機関と市が協働し，利用しやすく

効率的な整備手法を検討します。 

（総合交通計画，２０１１年，ｐ.58） 

・歩行者のバリアとなっている違法駐輪について，心のバリアフリーの推進に加え，関係機関と

協議・調整を行いながら，「自転車等放置禁止区域」の生活関連経路における対応（違法駐輪

の撤去や啓発案内等）を継続して実施します。加えて，自転車利用マナーの向上への啓発活動

も実施します。 

（調布市バリアフリーマスタープラン～移動等円滑化促進方針～，２０22年，ｐ.34） 
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■47■自転車等駐車場整備 

・公共交通までの交通手段として自転車が利用しやすいよう，乗換拠点での自転車等駐車場の設

置を推進します。 

（総合交通計画，２０１１年，ｐ.４３） 

・一般的なサイクルラックに停めにくい大型自転車の増加に伴い，平置き式の駐輪スペースの設

置や利用ルール設定などの必要性を検討します。 

（調布市自転車等対策実施計画改定版，２０２１年，ｐ.５０） 

・自転車の駐輪状況をみながら，１２５㏄以下の自動二輪車及び原動機付自転車について，運用

の中で１２５㏄以下の自動二輪車及び原動機付自転車のための駐車スペースの調整を図りま

す。 

（調布市自転車等対策実施計画改定版，２０２１年，ｐ.５０） 

 

■48■路上自転車等駐車場の設置検討（調布駅など） 

・道路法施行令の改正により，道路上への自転車等駐車場の設置が可能となったことに伴い，公

安委員会等と協議を行い，道路上への駐車施設設置について検討します。 

（調布市自転車等対策実施計画改定版，２０２１年，ｐ.２７） 

・買い物利用による短時間の駐輪需要に対応するため，路上自転車等駐車場について検討を進め

ます。 

（調布市自転車等対策実施計画改定版，２０２１年，ｐ.５０） 

■49■自転車走行空間のサインの表示 

・近隣自治体との連続した走行を想定し，通行空間のサインの共通化を検討します。 

 

■50■シェアサイクルステーションの拡充（公共施設等への設置） 

・市内移動の利便性向上と来訪者の回遊性向上図るため，民間事業者と連携し，シェアサイクル

ステーションを拡充します。 

（調布市自転車等対策実施計画改定版，２０２１年，ｐ.４５，５１） 
 

 ⑳自転車利用マナーの向上  
   

 

○歩行者・自転車利用者・自動車いずれも安全で安心な移動環境の確保のため，利用者マナーの

向上に向けた啓発活動などを行います。 

【関連する実施施策】 

・利用マナー向上への啓発活動 

・駅前広場などでの譲りあいの自転車通行ルール化 

・各種機関との連携による放置自転車防止，自転車等駐車場への案内・誘導など 

■51■利用マナー向上への啓発活動 

・交通意識の高揚と自転車利用に関するルール・マナー向上を図るため，自転車安全利用講習会

の開催や様々な媒体を活用した広報啓発に取り組みます。 

（調布市自転車ネットワーク計画，２０１８年，ｐ.６６,６８） 

・ロードサイクル利用者に向けたルール・マナー向上を図るため，様々な媒体を活用した広報啓

発に取り組みます。 
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出典：調布市自転車ネットワーク計画  

自転車安全利用講習会 パンフレット  

 
■52■駅前広場などでの譲りあいの自転車通行ルール化 

・駅前広場等，様々な人が利用する場所においては，優先すべき方に配慮し，自転車走行空間の確

保に努め，歩行者と自転車を分離し，歩行者の安全性を確保します。 

（総合交通計画，２０１１年，ｐ.６２） 

（みんなに優しい自転車の安全利用宣言，２０２１年） 

 

■53■各種機関との連携による放置自転車防止，自転車等駐車場への案内・誘導など 

・鉄道事業者や企業など各種機関と連携し，適切な案内による自転車等駐車場への誘導について

検討します。 

（総合交通計画，２０１１年，ｐ.５９） 
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事業スケジュール 

 
施策実施方針 実施施策 

施策実施時期 

短期 中長期 

自転車 

利用環境 

の整備 

自転車走行空

間の整備 

空間の有効活用やルールに基づくネットワ

ークの構築，走行空間の整備 
            

自転車等駐車

場などの環境

整備 

放置自転車対策             

自転車等駐車場整備             

路上自転車等駐車場の設置検討（調布駅等）             

自転車走行空間のサインの表示             

シェアサイクルステーションの拡充（公共施

設等への設置） 
            

自転車利用マ

ナーの向上 

市民に対するマナー向上への啓発活動             

駅前広場などでの譲りあいの自転車通行ル

ール化 
            

各種機関との連携による放置自転車防止，自

転車等駐車場への案内・誘導など 
            

（   ：施策の準備・検討   ：施策の展開・実施   ：実施した施策の継続・運用） 
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基本方針Ⅴ 活力・魅力を支える中心市街地・拠点の形成 
  

Ⅴ-１中心市街地・駅周辺等の地域の拠点へのアクセス性向上 
 

 ㉑中心市街地・駅周辺等の地域の拠点へのアクセス性向上 
   

 

○調布駅周辺などの中心市街地については，これまでの取組を継続しつつ，新たな技術も活用

しながらさらなる活力の維持・向上を図っていきます。 

○加えて，調布市のまちづくりの核となる駅周辺等の拠点についても，アクセス利便性の強化

による活力や魅力向上を図るとともに，相互の機能を補完するため公共交通による拠点間の

連携強化を図っていきます。 

【関連する実施施策】 

・まちづくりと一体となった交通結節機能の強化【再掲】 

・適切な公共交通ネットワークの構築【再掲】 

・徒歩・自転車によるアクセス環境の整備 

■56■徒歩・自転車によるアクセス環境の整備 

※都市計画マスタープラン，地域公共交通計画の策定検討に合わせて記載を調整予定。 

･自転車や徒歩でも中心市街地や市内各拠点へ安全・快適に移動できる経路の確保を推進しま

す。 

（総合交通計画，２０１１年，ｐ.６５） 
 

  

 ㉒駅周辺での交通混雑の緩和  
   

 

○駅周辺での交通混雑緩和に向けて，駐車場の効果的な運用，荷さばき車両や違法駐車への対

策を進めます。 

【関連する実施施策】 

・駅周辺における自動車の混雑緩和に向けた駐車場の効果的な運用 

・荷さばき車両等の駐停車空間の確保 

・違法駐車・放置自転車対策の推進 
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■57■駅周辺における自動車の混雑緩和に向けた駐車場の効果的な運用 

・駅周辺での道路混雑を緩和するため，施設設置者との協議のもと，ＩＣＴを活用した駐車場

利用の平準化や出入口の見直し等，自動車の流入経路の分散方策を検討します。  

 

■58■荷さばき車両等の駐停車空間の確保 

※都市計画マスタープラン，地域公共交通計画の策定検討に合わせて記載を調整予定。 

・駐車場事業者と協力して，交通渋滞の一因となる路上での荷さばき行為を解消するため，「荷

さばき可能駐車場」の設置や時間帯による路上での荷さばき対策等を検討し，必要な整備を進

めます。 

（コインパーキングを活用した「荷さばき可能駐車場」の確保（東京都都市整備局HP，２０２１年）） 

■59■違法駐車・放置自転車対策の推進 

・歩行者や自転車交通の多い経路において違法駐車防止重点地域を設定し，違法駐車対策の推

進を行います。 

・自転車等駐車場整備やパトロールの強化，放置自転車の撤去などを推進し，安全で魅力的な

まちづくりを進めます。 

（総合交通計画，２０１１年，ｐ.６５）  

 

  

【事例】倉敷市でのデータを活用した駐車場運用 

・データ連携により人と車の交通量と対流状況をリアルタ

イムで把握し，駐車場や渋滞の予測を行うとともに，公共

交通と連携したパークアンドライドを実施しようとして

いる。 

【事例】東京都でのコインパーキングを活用した

「荷さばき可能駐車場」の確保 

東京都では，駐車場事業者の協力を得て，どの駐

車マスでも荷さばき可能な駐車場を「荷さばき可能

駐車場」として指定している。 
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事業スケジュール 

 
施策実施方針 実施施策 

施策実施時期 

短期 中長期 

中心市街

地・駅周辺

等の地域の

拠点へのア

クセス性向

上 

中心市街地・

駅周辺等の地

域の拠点への

アクセス性向

上 

まちづくりと一体となった交通結節機能の

強化【再掲】 
            

適切な公共交通ネットワークの構築【再掲】  あ             

自転車ネットワークの整備             

駅周辺での交

通混雑の緩和 

駅周辺における自動車の混雑緩和に向けた

駐車場の効果的な運用 
 あ         あ   

荷さばき車両等の駐停車空間の確保  あ          

放置自転車・違法駐車対策の推進             

（   ：施策の準備・検討   ：施策の展開・実施   ：実施した施策の継続・運用） 
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Ⅴ-２中心市街地・駅周辺等の地域の拠点での回遊性の向上 
 

 ㉓安心して移動・回遊できる空間整備  
   

 

○歩行者交通量の多い中心市街地・駅周辺等の地域の拠点では，まちづくりと一体となった歩

行空間の整備による快適性の向上，回遊性の向上を進めます。 

【関連する実施施策】 

・まちづくりと一体となった交通結節点でのにぎわい・憩い空間の創出 

・鉄道敷地を活用した歩行空間の確保・整備 

・憩いの空間などの整備による回遊性の向上 

・民間との共同による空間創出，空間の快適性向上 

・民間と共同での回遊性向上に向けた道路空間等の活用 

■60■まちづくりと一体となった交通結節点でのにぎわい・憩い空間の創出 

・拠点を中心とした駅前広場の整備では，休憩できるスペースや施設の設置を検討し，ゆとり

ある駅前空間の創出を図ります。 

（西部地域街づくり方針，２０１０年，ｐ.５８） 

■61■鉄道敷地を活用した歩行空間の確保・整備 

・鉄道敷地を活用した新たな歩道を整備し，中心市街地内の最も重要な移動経路として安全な

歩行空間の整備を推進します。 

（総合交通計画，２０１１年，ｐ.６２） 

 

■62■憩いの空間などの整備による回遊性の向上 

※都市計画マスタープラン，地域公共交通計画の策定検討に合わせて記載を調整予定。 

・駅前広場を中心に多目的に利用できる憩いの空間を整備し，だれもが気軽に楽しめる周辺の

みちづくりと一体となった歩行者空間の創出により，駅を中心としたまちなかの回遊性の向

上を図ります。 

(総合交通計画，２０１１年，ｐ.６２） 

 

 

【事例】神戸市でのＫОＢＥパークレット設置 

・道路空間のリデザインの一環として，憩いや賑

わいの創出を目的とし，車道の一部を滞留空

間に変える取組。三宮中央通りでは，民学官の

連携による社会実験を行い，地域の賑わい創

出につながったことから継続設置としてい

る。 

 

 

 

（出典：神戸市ＨＰ） 
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■63■民間との共同による空間創出，空間の快適性向上 

・都市再生整備計画の区域内の民間事業者等と共同で，歩行者の交流・滞在空間の創出を推進

します。 

・さらに，駐車場出入口の見直しや民地の活用も視野に入れて，人中心の空間づくりのあり方

を検討します。 

（「居心地が良く歩きたくなる」まちなかづくり支援制度（法律・税制・予算等）の概要，２０２０年，ｐ.6） 

■64■民間と共同での回遊性向上に向けた道路空間等の活用 

・道路占有許可制度を活用し，民間との共同により道路や地下道の空間を利用したオープンカ

フェの展開など，まちの回遊性・にぎわいを高める取組を促進します。 

（官民連携まちづくりの進め方，２０２０年，ｐ.３４） 

 

 ㉔緑豊かな街並みの創出  
   

 

○魅力ある中心市街地の形成のため，歩行空間や交通結節点の整備においても緑豊かな空間の創

出を目指します。 

（総合交通計画，２０１１年，ｐ.６４） 

【関連する実施施策】 

・緑豊かな駅前広場の整備 

・鉄道敷地を有効活用した緑豊かな空間の創出 

■65■緑豊かな駅前広場の整備 

・駅前広場は交通結節点の機能に加えて，緑豊かな交流スペースを設置し，中心市街地の回遊

性と魅力の向上を図ります。 

（総合交通計画，２０１１年，ｐ.６６） 

■66■鉄道敷地を有効活用した緑豊かな空間の創出 

・鉄道敷地を活用した新たな歩道に植栽などを設置し，緑豊かな景観と歩いてみたくなる街並

みの整備を促進します。 

（総合交通計画，２０１１年，ｐ.６６） 
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事業スケジュール 

 
施策実施方針 実施施策 

施策実施時期 

短期 中長期 

中心市街

地・駅周辺

等の地域の

拠点での回

遊性の向上 

安 心 し て 移

動・回遊でき

る空間整備 

まちづくりと一体となった交通結節点での

にぎわい・憩い空間の創出 
               

鉄道敷地を活用した歩行空間の確保・整備                

憩いの空間などの整備による回遊性の向上                

民間との共同による空間創出，空間の快適性

向上 
 あ          

民間と共同での回遊性向上に向けた道路空

間等の活用 
 あ          

緑豊かな街並

みの創出 

緑豊かな駅前広場の整備             

鉄道敷地を有効活用した緑豊かな空間の創

出 
            

（   ：施策の準備・検討   ：施策の展開・実施   ：実施した施策の継続・運用）
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第５節 成果指標の設定と目標水準 

５.１  成果指標の見直し 

計画の進捗状況を把握するため成果指標を設定し，定期的に指標を計測します。計画の見直しに

あたり，成果指標についても見直しを行い，下表のとおり設定します。 

必要な項目については意識調査などを実施し，導入効果や目標の達成度を確認しながら，進捗状

況に応じて計画を見直し，実態に即した着実な推進を図ります。 

表 成果指標（１/２） 

★・・・計画の見直しに伴い，新しく設定した成果指標 

施策の基本方針 基本交通施策 指標 
計画策定時

の値 

計画改定時

の値 
目標値 

１ 

便利で快適な公

共交通環境の確

保 

効率的な公共交

通ネットワーク

の実現 

111 

★ミニバス運行距離当た

りの利用者数 

［人/ｋｍ］ 

3.7 

(H21) 

3.3 

(R1)※１ 

4.0 

(R12) 

112 
公共交通利用数 

［万トリップエンド/日］ 

30.4 

(H20) 

30.1 

(H30) 

35.0 

(R12) 

113 

公共交通分担率 

（代表交通手段） 

［％］ 

35.2 

(H20) 

38.3 

(H30) 

35.0 

(R12) 

114 

公共交通に対する 

満足度 

［％］ 

76.8 

(H21) 

80.6 

(R2)※2 

80.0 

(R12) 

公共交通利用環
境の整備 

121   

 

 

２ 

環境負荷の低い

公共交通等の環

境整備 

環境に配慮した

自動車利用の実

現 

212 

自動車分担率 

（代表交通手段） 

［％］ 

16.0 

(H20) 

12.0 

(H30) 

16.0 

(R12) 

環境に配慮した

移動手段の充実 
211 

運輸部門CO2排出量 

［万t-CO₂］ 

14.0 

(H25) 

12.2 

(H29) 

9.1 

(R12) 

※１：令和 3 年度の実績データに更新予定 
※２：令和 3 年度調布市民意識調査の結果が公表され次第更新予定 
※３：計画策提示に指標としていたバリアフリー特定事業計画（Ｈ23 年度策定）は令和 2 年度で計画が終了しており，新

たに令和３年策定のバリアフリー特定事業計画における目標を設定。 

  

バリアフリー特定事業計画における公共交通特定事業

を基にした指標を想定 
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表 成果指標（２/２） 

★・・・計画の見直しに伴い，新しく設定した成果指標 

施策の基本方針 基本交通施策 指標 
計画策定

時の値 

計画改定

時の値 
目標値 

３ 

適切に機能分担

された快適な道

路整備 

効率的かつ効果

的な幹線道路網

の整備 

313 

★自宅などから目的地まで円

滑に移動できる道路ネット

ワークが形成されていると

感じている市民の割合 

［％］ 

72.0 

(H30) 

64.9 

(R2) ※2 

75.0 

(R4) 

地域特性に応じ

た生活道路網の

整備 

321 

バリアフリー特定事業 

計画における歩道の 

バリアフリー化率 

［％］ 

24.9 

(H24) 
※H23年度策定

の計画 

54.8 

(R2) ※2 
※H23年度策定

の計画 

検討中 

４ 

安全・安心に移

動できる環境の

整備 

安全・安心な歩

行空間の確保 

411 

道路が安全と感じる 

市民の割合 

［％］ 

49.2 

(H21) 

54.4 

(R1) 

70.0 

(R12) 

412 
歩行空間の満足度 

［％］ 

58.0 

(H21) 

65.5 

(R2) ※2 

70.0 

(R12) 

高齢者・障害者

等の外出支援 

421 
★高齢者の外出率 

［％］ 

73.0 

（H20） 

58.0 

（H30） 
検討中 

422 
★障害者等の外出率 

［％］ 
- 

39.4 

（H30） 
検討中 

自転車利用環境

の整備 

431 
自転車走行空間の満足度 

［％］ 

29 

(H21) 

34.5 

(R2) ※2 

60.0 

(R12) 

432 
自転車走行空間の整備延長 

［ｋｍ］ 

10.4 

(H21) 

36.2 

(R2) ※2 

61.5 

(R12) 

433 

適正な自転車等駐車場 

の整備済駅数 

［駅］ 

5 

(H22) 

7 

(R2) 

9 

(R12) 

５ 

活力・魅力を支

える中心市街地

(駅周辺）の形

成 

中心市街地・駅

周辺等の地域の

拠点へのアクセ

ス性向上 

522 
中心市街地内３駅利用者数 

［人/日］ 

169,116 

(H21) 

185,562 

(R1) 

176,000 

(R12) 

中心市街地・駅

周辺等の地域の

拠点での回遊性

の向上 

521 

中心市街地がにぎわっている

と感じている市民の割合 

［％］ 

52.3 

(H21) 

75.0 

(R2) ※2 

65.0 

(R12) 

523 
中心市街地歩行者通行量 

［万トリップエンド/日］ 

10.2 

（H20） 

10.4 

（H30） 

10.2 

（R12） 
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■111：ミニバス運行距離当たりの利用者数 

計画策定時と比較してミニバスの路線の見直しが行われており，年次によって運行ルートや運行

時間帯，ダイヤ等の運行仕様が異なっており，利用者数では比較が困難である。そのため，ミニバス

運行距離当たりの利用者数当たりの利用者数を指標とする。 

ミニバスの利用者数を総運行距離（ルート距離×便数）で除して算出する。 

■112：公共交通利用数 

東京都市圏パーソントリップ調査結果より，調布市を発着するトリップのうち代表交通手段が「鉄

道」又は「バス」のものの合計をトリップエンド数で集計し算出する。 

■113：公共交通分担率 

東京都市圏パーソントリップ調査結果より，調布市を発着するトリップのうち代表交通手段が「鉄

道」又は「バス」のものの割合をトリップエンド数で集計し算出する。 

■114：公共交通に対する満足度 

調布市民意識調査結果より，公共交通機関の利用しやすさに対する設問において，市内の公共交

通機関（電車・路線バス・ミニバス）について利用しやすいと思う人の割合を集計し算出する。 

■121：バリアフリー特定事業計画における公共交通特定事業を基にした指標を想定 

■211：運輸部門ＣＯ２排出量 

計画策定時の調布市地球温暖化対策実行計画（区域施策編）が，令和２年度に改訂されたため，改

定後の計画における基準値，基準年で評価する。 

調布市地球温暖化対策実行計画（区域施策編）で示されている年度別ＣＯ２排出量の運輸部門の値

を集計し算出する。 

■212：自転車分担率  

東京都市圏パーソントリップ調査結果より，調布市を発着するトリップのうち代表交通手段が「自

転車」のものの合計をトリップエンド数で集計し算出する。 

■313：自宅などから目的地まで円滑に移動ができる道路ネットワークが形成されていると感じている

市民の割合 

調布市民意識調査結果より，自宅などから目的地まで円滑に移動ができる道路ネットワークが形

成されていると感じているかという設問において，感じていると回答した人の割合を集計し算出す

る。 

■321：バリアフリー特定事業計画における歩道のバリアフリー化率 

計画策定時の旧交通バリアフリー特定事業計画に代わり，平成２４年度に策定された基本構想・

特定事業計画での成果で評価する。 

基本構想・特定事業計画の整備計画の内，整備完了延長を総計画延長で除して算出する。 

  



第３章 基本目標と施策体系  

 

104 

 

■411：道路が安全と感じる市民の割合  

調布市民意識調査結果より，普段利用する市内の道路が安全であるかという設問において，「安全

である」又は「どちらかといえば安全である」と回答した人の割合を集計し算出する。 

■412：歩行者空間の満足度 

調布市民意識調査結果より，普段利用する道路について通行しやすいと感じているかという設問

において，徒歩の項目で「歩きやすい」又は「ある程度歩きやすい」と回答した人の割合を集計し算

出する。 

■421：高齢者の歩行者通行量 

東京都市圏パーソントリップ調査結果より，調布市に該当するゾーンにおける６５歳以上の外出

率（外出人口÷居住人口）を算出する。 

■422：障害者の歩行者通行量 

東京都市圏パーソントリップ調査結果より，調布市に該当するゾーンにおける，外出に関する身

体的な困難さが「多少困難はあるが，一人で外出できる」「一部で介助者が必要」「常に介助者が必

要」「基本的に外出できない」のいずれかのものの外出率（外出人口÷居住人口）を算出する。 

（H20 東京都市圏パーソントリップ調査では，外出に関する身体的な困難さが集計項目としてな

いため，把握不可能） 

 

■431：自転車走行空間の満足度 

調布市民意識調査結果より，普段利用する道路について通行しやすいと感じているかという設問

において，自転車の項目で「走りやすい」又は「ある程度走りやすい」と回答した人の割合を集計し

算出する。 

■432：自転車走行空間の整備延長 

計画策定時の整備計画が改定されたため，改定後の整備計画での成果で評価する。 

自転車走行空間の整備計画の内，整備完了延長を総計画延長で除して算出する。 

■433：適切な自転車等駐車場の整備済駅数 

「調布市自転車等対策実施計画」で設定された自転車等駐車場設置必要量を満たす自転車等駐車

場が整備された駅数を集計し算出する。 
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■521：中心地市街地がにぎわってると感じている市民の割合 

調布市民意識調査結果より，中心市街地（調布・布田・国領）の活気・にぎわいへの満足度を問う

設問において，「満足している」又は「どちらかといえば満足している」と回答した人の割合を集計

し算出する。 

■522：中心地市街地内３駅利用者数 

京王電鉄株式会社のホームページから，調布駅・布田駅・国領駅の３駅の利用者数を集計し算出

する。 

■523：中心地市街地歩行者通行量 

東京都市圏パーソントリップ調査結果より，調布市中心市街地に該当するゾーンにおけるトリッ

プのうち，代表交通手段が「徒歩」のものの合計値をトリップエンド数で集計し算出する。 

 

  



第３章 基本目標と施策体系  

 

106 

５.２  成果指標の達成状況の中間評価 

計画策定時に設定した成果指標に対して，現時点での達成状況の中間評価を行った結果を以下に

示します。なお，一部計画の改定等により現時点での達成状況の評価ができない指標については，

数値算出方法の変更等を行い評価しています。 

 

表 計画策定時の成果指標と現時点での中間評価（１/２）  

☆・・・計画改定に伴い，削除とした指標 

基本方針 
基本交通 

施策 
指標 

策定時 

の値 

中間 

評価値 

目標値 

（※） 

現時点 

での 

目標達成 

将来の 

目標達成 

見込み 

１ 

公共交通が

利用しやす

く，環境に

やさしい交

通機関の整

備 

効率的な公

共交通ネッ

トワークの

実現 

☆ミニバス利用者数 

［万人/年］ 

75.0 

(H21) 

97.3 

(R1) 

80.0 

(R12) 
  

公共交通利用数 

［万トリップエンド/日］ 

30.4 

(H20) 

30.1 

(H20) 

35.0 

(R12) 
  

公共交通分担率 

（代表交通手段） 

［％］ 

35.2 

(H20) 

38.3 

(H30) 

35.0 

(R12) 
○ ○ 

公共交通に対する 

満足度 

［％］ 

76.8 

(H21) 

80.6 

(R2) 

80.0 

(R12) 
○ ○ 

公共交通利
用環境の整
備 

バリアフリー特定事業

計画における歩道のバ

リアフリー化率 

［％］ 

24.9 

(H24) 

54.8 

(R2) 

- 

(R2) 
－ － 

環境にやさ

しい自動車

利用の実現 

運輸部門CO2排出量 

［万t-CO₂］ 

14.0 

(H25) 

12.2 

(H29) 

9.1 

(R12) 
 ○ 

自動車分担率 

（代表交通手段） 

［％］ 

16.0 

(H20) 

12.0 

(H30) 

16.0 

(R12) 
○ ○ 

２ 

適切に機能

分担された

快適な道路

整備 

選択・集中

による重点

的な幹線道

路網の整備 

都市計画道路整備率 

［％］ 

46.9 

(H21) 

54.2 

(R2) 
- － － 

地域特性に

応じた生活

道路網の整

備 

生活道路網整備率 

［％］ 

30.1 

(H30) 

52.5 

(R2) 
- － － 

※ 中間評価時見直し値  
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表 計画策定時の成果指標と現時点での中間評価（２/２） 

基本方針 
基本交通 

施策 
指標 

策定時 

の値 
現況値 

目標値 
（※） 

現時点 

での 

目標達成 

将来の 

目標達成 

見込み 

３ 

安全・安心

に移動でき

る環境の整

備 

自転車利用

環境の整備 

自転車走行空間の 

満足度 

［％］ 

29.0 

(H21) 

34.5 

(R2) 

60.0 

(R12) 
  

自転車走行空間の 

整備延長 

［km］ 

10.4 

(H21) 

36.2 

(R2) 

61.5 

(R12) 
  

適正な自転車等駐車場の

整備済駅数 

［駅］ 

5 

(H22) 

7 

(R2) 

9 

(R12) 
 ○ 

安全・安心

な歩行空間

の確保 

道路が安全と感じる市民

の割合 

［％］ 

49.2 

(H21) 

54.4 

(R1) 

70.0 

(R12) 
  

歩行空間の満足度 

［％］ 

58.0 

(H21) 

65.5 

(R2) 

70.0 

(R12) 
 ○ 

４ 

活力・魅力を支える中

心市街地(駅周辺）の形

成 

中心市街地がにぎわって

いると感じている市民の

割合 

［％］ 

52.3 

(H21) 

75.0 

(R2) 

65.0 

(R12) 
○ ○ 

中心市街地内３駅 

利用者数 

［人/日］ 

169,116 

(H21) 

185,562 

(R1) 

176,000 

(R12) 
○ ○ 

中心市街地歩行 

通行量 

［万トリップエンド/日］ 

10.2 

（H20） 

10.4 

（H30） 

10.2 

（R12） 
○ ○ 

※ 中間評価時見直し値 
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第４章  計画の推進に向けて 

第１節 施策展開の具体化と推進方策 

本計画は，今後実施すべき交通施策の基本方針を示したものです。各施策の具体化に向け，より

詳細な個別計画を策定し，着実に推進する必要があります。 

また，厳しい財政状況の中では，様々な観点から施策の重要性を検討のうえ，効果の高いものか

ら優先的に実施し，選択と集中により効率的に施策を展開することが重要です。 

 

１.１  施策展開の具体化と個別計画への反映 

施策を具体化し実現性や実効性を高めるため，交通施策の基本方針を踏まえ，（仮称）調布市地域

公共交通計画等のより詳細な個別計画を策定します。 

個別計画の策定に当たっては，基本交通施策や実施施策ごとに関係機関や専門家，地域の住民等

と連携しながら，地域課題の解決に向けた有効な手法について検討します。 

また，計画目標の達成に向けて効果的・効率的な事業計画とするため，限られた財源の重点的か

つ効果的な投資，建設コストの削減，既存ストックの活用など，市の財政運営にも配慮します。 

 

１.２  推進方策 

交通施策の実施には，都市基盤整備をはじめとして多額の事業費を要するものもあるため，効果

的・効率的な事業の実施やソフト施策との連携を図りながら，まちづくりや市民生活などの様々な

観点から効果が得られるよう，計画を推進することが必要です。 

現在事業中又は個別計画が定められている交通施策については，着実な推進に向けて予算化や関

係機関との協議・調整を進めます。それ以外の各施策についても市の財政運営などに配慮しつつ，

個別計画の策定などを含め調布市基本構想へ反映し，交通施策の推進を図ります。 

また，幹線道路や公共交通などの交通施策については広域的な視点に立って施策展開していくこ

とが重要で，東京都や周辺市区との連携強化を図ります。 

  

  
現行計画から記載を組み替え，推進体制・関係者の

役割等を追記 
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図 交通施策の推進フロー 

  更新 
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第２節 計画の進行管理 

本計画で提案した施策の実施に当たっては，定期的に施策の進捗状況，導入効果，目標達成度な

どを確認し，必要に応じて計画の見直しを行っていきます。 

また，それらの進捗状況や検討状況については，調布市公共交通活性化協議会にて確認し，市の

ホームページ等を通じて公表することにより，透明性や公平性を確保しつつ進めていきます。 

 

 

２.１  計画の評価・検証 

本計画は，関連計画の変更や社会経済状況の変化などを勘案しつつ，概ね 10 年ごとに見直しを行

います。計画の策定（Plan）・個別計画などによる実行（Do）・収集した成果指標による評価（Check）・

評価を基に時代にふさわしいプランとなるよう改善（Action）を行う PDCA サイクルにより，時

代に適した方法で計画を推進していきます。 

 

 

 

図 PDCA サイクルのイメージ 
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２.２  計画の推進に向けた協働体制の確立と市民参加と協働の推進  

本計画の着実な実施に当たっては，行政・市民・関係機関などの連携のための協働体制を整え，関

連主体・組織間，各制度・政策間の整合を図りつつ円滑な実現を図ることが必要です。 

特に，交通施策に直接関連する交通事業者や関係機関とのコミュニケーションの場を積極的に設

け，施策の実現に向けた個別計画策定時の参画など，協働して推進する体制を構築します。 

このため，行政，交通事業者，市民・企業の役割分担・連携のあり方を明確にするとともに，関係

者で構成される調布市公共交通活性化協議会やその作業部会において，本計画の進捗状況を確認し

ます。 

交通施策の検討や見直し，実施の際は，自治会・市民活動団体や民間企業等を含めた市民の理解，

参加，協力が不可欠です。交通施策の検討状況や計画の進捗状況などの情報を公開し，様々な意見

を収集しながら，計画を推進していきます。 

また，交通施策の実施段階においては，広く市民に周知しながら，市民の協力や自発的な取組の

促進・支援を図ります。 

 

表 本計画の関係者の役割分担 

主体 役割 

調布市 

○計画全体を進行する役割を担い，主体的に計画の管理及び事業の推進を図ると

ともに，公共交通の確保・維持に向けた検討を行う。 

○ほかの分野とも連携を図るために”橋渡し”となる役割を担い，市全体での取

組の推進を図る。 

交通事業者(鉄道・

バス・タクシー等) 

○公共交通の運営・運行主体として，本計画に基づいた施策・事業の展開を行う

とともに，調布市とともに持続可能な公共交通に向けた検討を進める 

市民・企業 

○公共交通を積極的に利用するとともに，利用者の目線から，公共交通の改善に

向けて積極的な意見・アイデアを発案する役割を担う。 

○調布市とともに公共交通を支えるなど，協働による公共交通の確保・維持に向

けた取組の展開を図る。 

国・都 ○全体的な統括の視点から公共交通運営の正当性・妥当性について判断する。 

道路管理者・ 

交通管理者 
○道路行政の視点から公共交通運営の正当性・妥当性について判断する。 

有識者 
○本計画に示す施策・事業の実施方針等について，多角的な視点から助言等を行

う 

 


